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をみんなでまた議論するという。それが、この

研究会の場を提供する意味で、それが大きな役

割です。この研究会としてみんなでロードマッ

プを作ろうというところは、まだ10年20年先

の話になるし、今はもっと個々が、さっきの質

の話ではないですが、質は個人の意見がいかに

出て行くかということ、組織で作り上げていこ

うという方向で議論するのではなくて、個人が

いかにそれを追及していくかっていうことだと

思います。ロードマップというのがキーワード

で挙がったのであれば、それはそれを挙げた人

が重要と思うからで、その人はそれを研究する、

という姿勢で臨んでいくといいと思います。そ

れを研究会の人がやめて下さいとか、そういう

ことは違いますとか、そういう話ではぜんぜん

ないと私は思っていますので、ぜひやっていた

だきたいと、思います。期待しております。 

小野：それに付け加えて、是非、伊藤さんにも

どういう活動をしているのかを、是非、次の社

会鍼灸学研究会で研究発表していただければと

思います。活動されているのは、ネット上でも

拝見していています。是非、そういうものを提

示して、「いろいろ意見を述べるというのが社会

鍼灸学研究会の中では大事かと思います。 

形井：ということで、来年度以降に発表の期待 

が持てる話しが出てきたということで、今年の

研究会を終りたいと思います。どうもありがと

うございました。 
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研究論文  鍼灸師の再教育講師養成講習会 －戦後の鍼灸教育の原点－ 

奥津貴子 

呉竹鍼灸柔整専門学校 

【はじめに】 

今年（2017年（平成29））は、現行の鍼灸師

の身分法である「あん摩マツサージ指圧師、は

り師、きゆう師等に関する法律」の前身にあた

る「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業法」

（1947年(昭和22)12月20日制定 法律第217

号）（略称「あはき法」）が制定されてから70年

を迎える。 

そのような節目の年に、業界では大きな転機

が訪れようとしている。鍼灸師の資質向上を目

的に現行法の附属法令であり、学校養成施設の

基準を規定した「あん摩マツサージ指圧師、は

り師及びきゆう師に係る学校養成施設認定規

則」（1951 年（昭和 26）9 月 13 日制定 文部

省・厚生省令第2号）が改正され、鍼灸師の教

育水準が引き上げられる（2017年（平成29）

3 月 31 日制定 文部科学省・厚生労働省令第

1号）（以下、学校養成施設認定規則）。それに

より、来年（2018年（平成30））4月1日より、

全国各地の鍼灸師の学校養成施設で新しいカ

リキュラムに基づく教育が始まる。 

鍼灸師の資質向上は、日本の鍼灸が発展する

ためには必要なことであり、いつの時代でも議

論され、「永遠の課題」である。今から半世紀以

上前、太平洋戦争後のダグラス・マッカーサー

（Douglas MacArthur）元帥を頂点とする連合国

軍最高司令官総司令部（General Headquarters, 

the Supreme Commander for the Allied Powers）

（以下、ＧＨＱ）による占領統治下（1945年（昭

和20）～1952年（昭和27））にも、鍼灸師の教

育水準の引き上げによる資質向上が図られて

いる。その一環として、各都道府県で既存の鍼

灸師を対象にした「再教育講習会」が開催され

ている。 

その講師の養成として開催されたのが表題

の「再教育講師養成講習会」である。再教育講

師養成講習会は、1948年（昭和23）9月12日

から 9 月 26 日の 15 日間にわたり、東京都北

多摩郡小金井町（現・小金井市）にある日本青

年館の分館である浴
よく

恩館
おんかん

（注1）で開催された

（9月13日、22日は厚生省（現・厚生労働省）

大講堂、16日は東京大学講堂（安田講堂）で開

催される）。受講生は各都道府県の鍼灸の業界

団体から推薦された者であり、彼らは講習会終

了後、各都道府県での再教育講習会で講師を務

め、鍼灸師の資質向上に尽力している。そのよ

うな経緯から再教育講師養成講習会が「戦後の

鍼灸教育の原点」であると言っても過言ではな

い。今日と同じようなことが敗戦による混乱の

中で行われていたことは、驚嘆に値する。 

本研究では先人が再教育講師養成講習会を

通して、どのようにして戦後の鍼灸の発展を図

ろうとしたのかを検証し、現代の課題を考察す

る。 

【調査方法】 

 本研究では、主に当時の資料を調査した。 

1. 再教育講師養成講習会に関する当時

の資料（佐賀県・中島富夫先生所蔵） 

所蔵者である中島富夫先生は、佐賀

県の代表として再教育講師養成講習

会に受講生として参加し、その後、佐

賀県での再教育講習会で講師を務め

ている。 

2. 『再教育講義要録』（神奈川県はり、

きゆう、あん摩、マッサージ師会連盟

編集） 

神奈川県での再教育講習会で使われ

たテキスト。再教育講師養成講習会

の講義内容をもとに編集されている。 

3. 日本鍼灸マッサージ師会連盟の資料 

日本鍼灸マッサージ師会連盟は当時

の鍼灸師の全国組織であり、厚生省

に委託されて再教育講師養成講習会

を主催している。 

4. 「ＧＨＱ／ＳＣＡＰ文書」（米国国立

公文書館・国立国会図書館所蔵） 

ＧＨＱの公文書。「あん摩、はり、き

ゆう、柔道整復等営業法」制定に関す

る覚書（メモランダム）を収蔵してい
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を主催している。 
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る。 

5. 「プランゲ文庫」（米国メリーランド

大学・国立国会図書館所蔵） 

ＧＨＱが検閲した日本の出版物のコ

レクション。『医道の日本』（医道の日

本社）など、当時の鍼灸専門誌を収蔵

している。 

6. 国立公文書館に所蔵されている「あ

ん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」と、その附属法令である「あん摩

師、はり師、きゆう師、柔道整復師等

学校養成施設認定規則」（1948年（昭

和 23）4 月 7 日制定 文部省・厚生

省令第1号）に関する公文書。 

7. 『国会会議録』 

衆議院・参議院の本会議及び全委員

会の会議録。 

8. 『官報』 

日本政府が発行している日刊機関紙。

法令や国会事項、官庁事項など、政府

が国民に周知させたい事項を掲載し

ている。 

【鍼灸師の再教育が行われた背景】 

   太平洋戦争後の混乱の中、既存の鍼灸師に

対する再教育が行われた背景を明らかにす

るために「『あはき法』制定以前の教育制度」

と「ＧＨＱによる医療改革」、そして「『あは

き法』制定の経緯」をたどる。 

１．「あはき法」制定以前の教育制度 

   「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」が制定される前の鍼灸師の社会的地位

は、現在と比較すると低いものであった。そ

の違いは現行法と当時の鍼灸の法令である

「鍼術、灸術営業取締規則」（1911年（明治

44）8月 14日制定 内務省令第11号）（以

下、営業取締規則）を比較すると一目瞭然で

ある。 

①鍼灸師の身分 

現行法では、鍼灸師は「医療従事者」とし

ての身分が保証されているが（身分免許）、

「営業取締規則」では名称からも分かる通り、

鍼灸を「医療」というよりもむしろ「商売」

として扱っており、業とするには牛馬商、古

物商、質屋、薬種商などの商人と同じように

行政庁（内務省（警察））から「鑑札」とい

う、言わば「営業許可証」を受けなければな

らなかった（営業免許）。 

②教育制度 

「営業取締規則」では鍼灸を「医療」とい

うよりもむしろ「商売」として扱っていたこ

とから、教育制度も現在と違うものであった。

現行法では、免許を取得するには皆、厚生労

働大臣に指定された学校を卒業した後に試

験を受けて合格しなければ免許は与えられ

ない。このように現在は教育制度が統一され

ており、一定のレベルを保つことができる。

しかし、「営業取締規則」では免許を取得す

るには２つの方法があった。ひとつは都道府

県知事が指定した学校を卒業し、無試験で免

許を取得するというものであり、もうひとつ

は、治療院で４年以上の経験を積んだ後に都

道府県知事が実施する試験に合格して免許

を取得するというもので、いわゆる「実務経

験」も認められていた。現在と違い、教育制

度が統一されておらず、鍼灸師のレベルも

様々であった。 

また、「営業取締規則」には附属法令とし

て「按摩術鍼術又ハ灸術学校若シクハ同講習

所ノ指定標準ノ件」（1911年（明治44）12月

14 日制定 内務省訓令 631 号）があり、学

校または講習所の指定に際し、基準となるべ

き要件が定められていた。必修科目について

は「少クトモ人体ノ構造及ビ主要器官の機能

並二筋ト神経脈管トノ関係、身体各部ノ刺鍼

法又ハ灸点法並二経穴及ビ禁穴消毒法大意、

鍼術又ハ灸術ノ実地ヺ教授スルコト」とし、

今で言う「解剖学」、「生理学」、「病理学」、

「消毒法」、「経穴学」、「鍼術及び灸術の理論」

並びに「実技」の必修が定められているが、

現在の「東洋医学概論」に相当する東洋医学

の理論を学ぶ科目は必修とされていない。

「営業取締規則」制定当時、日本の近代化を

図るために、医学校では西洋医学を中心にし

た教育が行われており、日本の伝統医療であ

り、東洋医学の治療技術である鍼灸にもその

影響が及んでいたことが分かる。 

２．ＧＨＱによる医療改革 

   太平洋戦争後、日本を占領統治していたＧ

ＨＱは、日本の民主化・近代化を図るために、
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旧来の様々な制度の改革を進めた。当時、日

本は敗戦による混乱から医療設備や医薬品

が不足し、劣悪な環境に置かれており、その

解決策としてＧＨＱは、最新の西洋医学（現

代医学）に基づく新しい医療制度を作ろうと

していた。その中心になったのが公衆衛生福

祉局（Public Health and Welfare Section）

（以下、ＰＨＷ）という部署で、医師である

クロフォード・Ｆ・サムス(Crawford F.Sams)

局長はじめ、スタッフのほとんどが医療の専

門家であった。彼らは「軍人」というよりも

むしろ「医療人」の視点で改革を進めていた。 

ＧＨＱにとって日本の伝統医療である鍼

灸は「怪しげな（疑わしい、いかがわしい）

医療」であり（注2）、その実態を知るために

全国各地で実態調査を行っている。その一環

として、1947 年 7 月、ＧＨＱ三重軍政部に

よる三重県立医学専門学校（現・三重大学医

学部）校長である石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士との会談、

ならびに鍼灸師であり、石川博士が主宰する

鍼灸の研究団体「龍
りん

胆会
どうかい

」の会員である樋口

鉞之助
え つ の す け

氏（その直後に起きたＧＨＱ旋風での

業界による鍼灸存続運動で活躍する。後年、

初代日本鍼灸師会会長に就任する）による実

技供覧が行われている。この時、石川博士と

会談したフィリップ・Ａ・ワイズマン軍医中

尉は鍼灸に関する次の問題点を挙げ、鍼灸の

「危険性」、「不衛生さ」、そして「教育制度

の不備」を指摘した。 

１．質的に低く、野蛮な治療法である。1) 

   西洋人にとって鍼灸は「未知の医療」であ

り、人体に鍼を刺す・灸を据える行為は「危

険行為」に映った。ＧＨＱによるＢ・Ｃ級戦

犯裁判でも、戦中、日本軍の捕虜収容所で行

われた外国人捕虜に対する灸治療が「虐待行

為である」と見なされ、裁判の争点になって

いる。また、東洋医学の治療技術である鍼灸

は、科学的根拠に基づいている西洋医学の教

育を受けている彼らにとって「非科学的」な

ものであった。当時、鍼灸にも近代化の波が

押し寄せており、西洋医学の枠に入れようと

する動きがあり、その治療効果の科学的根拠

を証明するための研究が進められていたが、

彼らにとって「非科学的」である鍼灸は受け

入れ難いものであり、質的に低いと捉えたと

考えられる。 

２．消毒の観念が定着しておらず、不衛生

である。1) 

   当時は現在よりも消毒の観念が徹底され

ておらず、意識が低い者もいた。ワイズマン

軍医中尉も鍼に唾をつけて刺入している者

がいることを指摘している。 

３．医療としての教育制度が整備されてい

ない。1) 

   当時の「営業取締規則」では学校教育の他

に治療院での実務経験を積んだ上の免許取

得も認められており、すべての人がきちんと

した教育を受けているとは限られていなか

った。そのため、鍼灸師のレベルも様々であ

り、消毒に対する意識にも違いが生じていた。

このような現状に対し、アメリカの大学など

で西洋医学の教育を受けているワイズマン

軍医中尉やサムス局長らＰＨＷのスタッフ

は、当時の日本の鍼灸師の教育制度に疑問を

持っていたと考えられる。 

これに対し、石川博士は樋口氏による実技

供覧の際には消毒を徹底し、痛くない鍼と痕

を残さない灸を行わせている。さらに、鍼灸

の科学的根拠を証明するためにＧＨＱとの

共通言語である「最新の西洋医学（現代医学）

に基づく医学的説明」をした上で「今後は既

存の鍼灸師に対して再教育を行い、資質向上

を図りたい。将来は大学教育にまで発展させ

たい」とした教育についての将来の構想を述

べている。ワイズマン軍医中尉も鍼灸の理論

に理解を示し、研究を奨励するとともに、早

急に現代医学と鍼灸医療との比較対照を作

成することを注文している。 

終戦直後、石川博士は鍼灸に危機が迫って

いることを予測し、龍
りん

胆会
どうかい

の会員に対し、「敗

戦により鍼灸は禁止される恐れがある。幸い

にもアメリカ人は特に科学を尊ぶ民族であ

るから、鍼灸の科学的根拠が認められれば存

続が認められる可能性は高いので、今からそ

れに備えて準備を始めなくてはならない」2)

と述べている。石川博士は漢方医を父に持ち、

戦前、ドイツ、イギリス、ロシアで最新の西

洋医学（現代医学）を学び、その後は京都帝

国大学教授として教育現場の最前線で生理

学の研究を行っている。また、その研究の一
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る。 

5. 「プランゲ文庫」（米国メリーランド

大学・国立国会図書館所蔵） 

ＧＨＱが検閲した日本の出版物のコ

レクション。『医道の日本』（医道の日

本社）など、当時の鍼灸専門誌を収蔵

している。 

6. 国立公文書館に所蔵されている「あ

ん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」と、その附属法令である「あん摩

師、はり師、きゆう師、柔道整復師等

学校養成施設認定規則」（1948年（昭

和 23）4 月 7 日制定 文部省・厚生

省令第1号）に関する公文書。 

7. 『国会会議録』 

衆議院・参議院の本会議及び全委員

会の会議録。 

8. 『官報』 

日本政府が発行している日刊機関紙。

法令や国会事項、官庁事項など、政府

が国民に周知させたい事項を掲載し

ている。 

【鍼灸師の再教育が行われた背景】 

   太平洋戦争後の混乱の中、既存の鍼灸師に

対する再教育が行われた背景を明らかにす

るために「『あはき法』制定以前の教育制度」

と「ＧＨＱによる医療改革」、そして「『あは

き法』制定の経緯」をたどる。 

１．「あはき法」制定以前の教育制度 

   「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」が制定される前の鍼灸師の社会的地位

は、現在と比較すると低いものであった。そ

の違いは現行法と当時の鍼灸の法令である

「鍼術、灸術営業取締規則」（1911年（明治

44）8月 14日制定 内務省令第11号）（以

下、営業取締規則）を比較すると一目瞭然で

ある。 

①鍼灸師の身分 

現行法では、鍼灸師は「医療従事者」とし

ての身分が保証されているが（身分免許）、

「営業取締規則」では名称からも分かる通り、

鍼灸を「医療」というよりもむしろ「商売」

として扱っており、業とするには牛馬商、古

物商、質屋、薬種商などの商人と同じように

行政庁（内務省（警察））から「鑑札」とい

う、言わば「営業許可証」を受けなければな

らなかった（営業免許）。 

②教育制度 

「営業取締規則」では鍼灸を「医療」とい

うよりもむしろ「商売」として扱っていたこ

とから、教育制度も現在と違うものであった。

現行法では、免許を取得するには皆、厚生労

働大臣に指定された学校を卒業した後に試

験を受けて合格しなければ免許は与えられ

ない。このように現在は教育制度が統一され

ており、一定のレベルを保つことができる。

しかし、「営業取締規則」では免許を取得す

るには２つの方法があった。ひとつは都道府

県知事が指定した学校を卒業し、無試験で免

許を取得するというものであり、もうひとつ

は、治療院で４年以上の経験を積んだ後に都

道府県知事が実施する試験に合格して免許

を取得するというもので、いわゆる「実務経

験」も認められていた。現在と違い、教育制

度が統一されておらず、鍼灸師のレベルも

様々であった。 

また、「営業取締規則」には附属法令とし

て「按摩術鍼術又ハ灸術学校若シクハ同講習

所ノ指定標準ノ件」（1911年（明治44）12月

14 日制定 内務省訓令 631 号）があり、学

校または講習所の指定に際し、基準となるべ

き要件が定められていた。必修科目について

は「少クトモ人体ノ構造及ビ主要器官の機能

並二筋ト神経脈管トノ関係、身体各部ノ刺鍼

法又ハ灸点法並二経穴及ビ禁穴消毒法大意、

鍼術又ハ灸術ノ実地ヺ教授スルコト」とし、

今で言う「解剖学」、「生理学」、「病理学」、

「消毒法」、「経穴学」、「鍼術及び灸術の理論」

並びに「実技」の必修が定められているが、

現在の「東洋医学概論」に相当する東洋医学

の理論を学ぶ科目は必修とされていない。

「営業取締規則」制定当時、日本の近代化を

図るために、医学校では西洋医学を中心にし

た教育が行われており、日本の伝統医療であ

り、東洋医学の治療技術である鍼灸にもその

影響が及んでいたことが分かる。 

２．ＧＨＱによる医療改革 

   太平洋戦争後、日本を占領統治していたＧ

ＨＱは、日本の民主化・近代化を図るために、
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旧来の様々な制度の改革を進めた。当時、日

本は敗戦による混乱から医療設備や医薬品

が不足し、劣悪な環境に置かれており、その

解決策としてＧＨＱは、最新の西洋医学（現

代医学）に基づく新しい医療制度を作ろうと

していた。その中心になったのが公衆衛生福

祉局（Public Health and Welfare Section）

（以下、ＰＨＷ）という部署で、医師である

クロフォード・Ｆ・サムス(Crawford F.Sams)

局長はじめ、スタッフのほとんどが医療の専

門家であった。彼らは「軍人」というよりも

むしろ「医療人」の視点で改革を進めていた。 

ＧＨＱにとって日本の伝統医療である鍼

灸は「怪しげな（疑わしい、いかがわしい）

医療」であり（注2）、その実態を知るために

全国各地で実態調査を行っている。その一環

として、1947 年 7 月、ＧＨＱ三重軍政部に

よる三重県立医学専門学校（現・三重大学医

学部）校長である石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士との会談、

ならびに鍼灸師であり、石川博士が主宰する

鍼灸の研究団体「龍
りん

胆会
どうかい

」の会員である樋口

鉞之助
え つ の す け

氏（その直後に起きたＧＨＱ旋風での

業界による鍼灸存続運動で活躍する。後年、

初代日本鍼灸師会会長に就任する）による実

技供覧が行われている。この時、石川博士と

会談したフィリップ・Ａ・ワイズマン軍医中

尉は鍼灸に関する次の問題点を挙げ、鍼灸の

「危険性」、「不衛生さ」、そして「教育制度

の不備」を指摘した。 

１．質的に低く、野蛮な治療法である。1) 

   西洋人にとって鍼灸は「未知の医療」であ

り、人体に鍼を刺す・灸を据える行為は「危

険行為」に映った。ＧＨＱによるＢ・Ｃ級戦

犯裁判でも、戦中、日本軍の捕虜収容所で行

われた外国人捕虜に対する灸治療が「虐待行

為である」と見なされ、裁判の争点になって

いる。また、東洋医学の治療技術である鍼灸

は、科学的根拠に基づいている西洋医学の教

育を受けている彼らにとって「非科学的」な

ものであった。当時、鍼灸にも近代化の波が

押し寄せており、西洋医学の枠に入れようと

する動きがあり、その治療効果の科学的根拠

を証明するための研究が進められていたが、

彼らにとって「非科学的」である鍼灸は受け

入れ難いものであり、質的に低いと捉えたと

考えられる。 

２．消毒の観念が定着しておらず、不衛生

である。1) 

   当時は現在よりも消毒の観念が徹底され

ておらず、意識が低い者もいた。ワイズマン

軍医中尉も鍼に唾をつけて刺入している者

がいることを指摘している。 

３．医療としての教育制度が整備されてい

ない。1) 

   当時の「営業取締規則」では学校教育の他

に治療院での実務経験を積んだ上の免許取

得も認められており、すべての人がきちんと

した教育を受けているとは限られていなか

った。そのため、鍼灸師のレベルも様々であ

り、消毒に対する意識にも違いが生じていた。

このような現状に対し、アメリカの大学など

で西洋医学の教育を受けているワイズマン

軍医中尉やサムス局長らＰＨＷのスタッフ

は、当時の日本の鍼灸師の教育制度に疑問を

持っていたと考えられる。 

これに対し、石川博士は樋口氏による実技

供覧の際には消毒を徹底し、痛くない鍼と痕

を残さない灸を行わせている。さらに、鍼灸

の科学的根拠を証明するためにＧＨＱとの

共通言語である「最新の西洋医学（現代医学）

に基づく医学的説明」をした上で「今後は既

存の鍼灸師に対して再教育を行い、資質向上

を図りたい。将来は大学教育にまで発展させ

たい」とした教育についての将来の構想を述

べている。ワイズマン軍医中尉も鍼灸の理論

に理解を示し、研究を奨励するとともに、早

急に現代医学と鍼灸医療との比較対照を作

成することを注文している。 

終戦直後、石川博士は鍼灸に危機が迫って

いることを予測し、龍
りん

胆会
どうかい

の会員に対し、「敗

戦により鍼灸は禁止される恐れがある。幸い

にもアメリカ人は特に科学を尊ぶ民族であ

るから、鍼灸の科学的根拠が認められれば存

続が認められる可能性は高いので、今からそ

れに備えて準備を始めなくてはならない」2)

と述べている。石川博士は漢方医を父に持ち、

戦前、ドイツ、イギリス、ロシアで最新の西

洋医学（現代医学）を学び、その後は京都帝

国大学教授として教育現場の最前線で生理

学の研究を行っている。また、その研究の一
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る。 

5. 「プランゲ文庫」（米国メリーランド

大学・国立国会図書館所蔵） 

ＧＨＱが検閲した日本の出版物のコ

レクション。『医道の日本』（医道の日

本社）など、当時の鍼灸専門誌を収蔵

している。 

6. 国立公文書館に所蔵されている「あ

ん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」と、その附属法令である「あん摩

師、はり師、きゆう師、柔道整復師等

学校養成施設認定規則」（1948年（昭

和 23）4 月 7 日制定 文部省・厚生

省令第1号）に関する公文書。 

7. 『国会会議録』 

衆議院・参議院の本会議及び全委員

会の会議録。 

8. 『官報』 

日本政府が発行している日刊機関紙。

法令や国会事項、官庁事項など、政府

が国民に周知させたい事項を掲載し

ている。 

【鍼灸師の再教育が行われた背景】 

   太平洋戦争後の混乱の中、既存の鍼灸師に

対する再教育が行われた背景を明らかにす

るために「『あはき法』制定以前の教育制度」

と「ＧＨＱによる医療改革」、そして「『あは

き法』制定の経緯」をたどる。 

１．「あはき法」制定以前の教育制度 

   「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営業

法」が制定される前の鍼灸師の社会的地位

は、現在と比較すると低いものであった。そ

の違いは現行法と当時の鍼灸の法令である

「鍼術、灸術営業取締規則」（1911年（明治

44）8月 14日制定 内務省令第11号）（以

下、営業取締規則）を比較すると一目瞭然で

ある。 

①鍼灸師の身分 

現行法では、鍼灸師は「医療従事者」とし

ての身分が保証されているが（身分免許）、

「営業取締規則」では名称からも分かる通り、

鍼灸を「医療」というよりもむしろ「商売」

として扱っており、業とするには牛馬商、古

物商、質屋、薬種商などの商人と同じように

行政庁（内務省（警察））から「鑑札」とい

う、言わば「営業許可証」を受けなければな

らなかった（営業免許）。 

②教育制度 

「営業取締規則」では鍼灸を「医療」とい

うよりもむしろ「商売」として扱っていたこ

とから、教育制度も現在と違うものであった。

現行法では、免許を取得するには皆、厚生労

働大臣に指定された学校を卒業した後に試

験を受けて合格しなければ免許は与えられ

ない。このように現在は教育制度が統一され

ており、一定のレベルを保つことができる。

しかし、「営業取締規則」では免許を取得す

るには２つの方法があった。ひとつは都道府

県知事が指定した学校を卒業し、無試験で免

許を取得するというものであり、もうひとつ

は、治療院で４年以上の経験を積んだ後に都

道府県知事が実施する試験に合格して免許

を取得するというもので、いわゆる「実務経

験」も認められていた。現在と違い、教育制

度が統一されておらず、鍼灸師のレベルも

様々であった。 

また、「営業取締規則」には附属法令とし

て「按摩術鍼術又ハ灸術学校若シクハ同講習

所ノ指定標準ノ件」（1911年（明治44）12月

14 日制定 内務省訓令 631 号）があり、学

校または講習所の指定に際し、基準となるべ

き要件が定められていた。必修科目について

は「少クトモ人体ノ構造及ビ主要器官の機能

並二筋ト神経脈管トノ関係、身体各部ノ刺鍼

法又ハ灸点法並二経穴及ビ禁穴消毒法大意、

鍼術又ハ灸術ノ実地ヺ教授スルコト」とし、

今で言う「解剖学」、「生理学」、「病理学」、

「消毒法」、「経穴学」、「鍼術及び灸術の理論」

並びに「実技」の必修が定められているが、

現在の「東洋医学概論」に相当する東洋医学

の理論を学ぶ科目は必修とされていない。

「営業取締規則」制定当時、日本の近代化を

図るために、医学校では西洋医学を中心にし

た教育が行われており、日本の伝統医療であ

り、東洋医学の治療技術である鍼灸にもその

影響が及んでいたことが分かる。 

２．ＧＨＱによる医療改革 

   太平洋戦争後、日本を占領統治していたＧ

ＨＱは、日本の民主化・近代化を図るために、
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旧来の様々な制度の改革を進めた。当時、日

本は敗戦による混乱から医療設備や医薬品

が不足し、劣悪な環境に置かれており、その

解決策としてＧＨＱは、最新の西洋医学（現

代医学）に基づく新しい医療制度を作ろうと

していた。その中心になったのが公衆衛生福

祉局（Public Health and Welfare Section）

（以下、ＰＨＷ）という部署で、医師である

クロフォード・Ｆ・サムス(Crawford F.Sams)

局長はじめ、スタッフのほとんどが医療の専

門家であった。彼らは「軍人」というよりも

むしろ「医療人」の視点で改革を進めていた。 

ＧＨＱにとって日本の伝統医療である鍼

灸は「怪しげな（疑わしい、いかがわしい）

医療」であり（注2）、その実態を知るために

全国各地で実態調査を行っている。その一環

として、1947 年 7 月、ＧＨＱ三重軍政部に

よる三重県立医学専門学校（現・三重大学医

学部）校長である石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士との会談、

ならびに鍼灸師であり、石川博士が主宰する

鍼灸の研究団体「龍
りん

胆会
どうかい

」の会員である樋口

鉞之助
え つ の す け

氏（その直後に起きたＧＨＱ旋風での

業界による鍼灸存続運動で活躍する。後年、

初代日本鍼灸師会会長に就任する）による実

技供覧が行われている。この時、石川博士と

会談したフィリップ・Ａ・ワイズマン軍医中

尉は鍼灸に関する次の問題点を挙げ、鍼灸の

「危険性」、「不衛生さ」、そして「教育制度

の不備」を指摘した。 

１．質的に低く、野蛮な治療法である。1) 

   西洋人にとって鍼灸は「未知の医療」であ

り、人体に鍼を刺す・灸を据える行為は「危

険行為」に映った。ＧＨＱによるＢ・Ｃ級戦

犯裁判でも、戦中、日本軍の捕虜収容所で行

われた外国人捕虜に対する灸治療が「虐待行

為である」と見なされ、裁判の争点になって

いる。また、東洋医学の治療技術である鍼灸

は、科学的根拠に基づいている西洋医学の教

育を受けている彼らにとって「非科学的」な

ものであった。当時、鍼灸にも近代化の波が

押し寄せており、西洋医学の枠に入れようと

する動きがあり、その治療効果の科学的根拠

を証明するための研究が進められていたが、

彼らにとって「非科学的」である鍼灸は受け

入れ難いものであり、質的に低いと捉えたと

考えられる。 

２．消毒の観念が定着しておらず、不衛生

である。1) 

   当時は現在よりも消毒の観念が徹底され

ておらず、意識が低い者もいた。ワイズマン

軍医中尉も鍼に唾をつけて刺入している者

がいることを指摘している。 

３．医療としての教育制度が整備されてい

ない。1) 

   当時の「営業取締規則」では学校教育の他

に治療院での実務経験を積んだ上の免許取

得も認められており、すべての人がきちんと

した教育を受けているとは限られていなか

った。そのため、鍼灸師のレベルも様々であ

り、消毒に対する意識にも違いが生じていた。

このような現状に対し、アメリカの大学など

で西洋医学の教育を受けているワイズマン

軍医中尉やサムス局長らＰＨＷのスタッフ

は、当時の日本の鍼灸師の教育制度に疑問を

持っていたと考えられる。 

これに対し、石川博士は樋口氏による実技

供覧の際には消毒を徹底し、痛くない鍼と痕

を残さない灸を行わせている。さらに、鍼灸

の科学的根拠を証明するためにＧＨＱとの

共通言語である「最新の西洋医学（現代医学）

に基づく医学的説明」をした上で「今後は既

存の鍼灸師に対して再教育を行い、資質向上

を図りたい。将来は大学教育にまで発展させ

たい」とした教育についての将来の構想を述

べている。ワイズマン軍医中尉も鍼灸の理論

に理解を示し、研究を奨励するとともに、早

急に現代医学と鍼灸医療との比較対照を作

成することを注文している。 

終戦直後、石川博士は鍼灸に危機が迫って

いることを予測し、龍
りん

胆会
どうかい

の会員に対し、「敗

戦により鍼灸は禁止される恐れがある。幸い

にもアメリカ人は特に科学を尊ぶ民族であ

るから、鍼灸の科学的根拠が認められれば存

続が認められる可能性は高いので、今からそ

れに備えて準備を始めなくてはならない」2)

と述べている。石川博士は漢方医を父に持ち、

戦前、ドイツ、イギリス、ロシアで最新の西

洋医学（現代医学）を学び、その後は京都帝

国大学教授として教育現場の最前線で生理

学の研究を行っている。また、その研究の一
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環として鍼灸の科学的根拠を証明するため

の研究を行っており、京都帝国大学を定年退

官後、新設された三重県立医学専門学校の初

代校長に就任すると、校長官舎に「大東亜鍼

灸医会」を設置し、機関誌『鍼灸医学』を発

刊している。さらに、三重県立医学専門学校

附属病院内に「鍼灸療法科」（科長に龍
りん

胆会
どうかい

の会員である鍼灸師の高橋大和
や ま と

氏が就任す

る）を設置し、当時としては東洋医学と西洋

医学の融合とも言うべき画期的なことに取

り組み、鍼灸の研究にますます情熱を燃やし

ていた。このような経歴を持つ石川博士であ

るが、当時の日本の鍼灸は「安全性」、「衛生

面」において改善すべき点が多く、その根本

的な解決には「教育制度の改革」が不可欠で

あると考えたのであろう。ワイズマン軍医中

尉との会談に用意周到な準備をして臨んだ

理由も分かる。しかし、間もなくして石川博

士の予測は的中することになる。 

３．「あはき法」制定の経緯  

①ＧＨＱ旋風 

太平洋戦争後、新しい憲法として「日本国

憲法」が制定され、旧憲法である「大日本帝

国憲法」下で制定された従来の「営業取締規

則」が1947年（昭和22）12月31日を以て

廃止されることから、これに代わる新しい法

律を制定する必要が生じた。そのため、厚生

省は、失効期限に間に合うように新しい法律

の制定の準備を進めていた。 

一方、業界にとって厚生省による新しい法

律制定は待ち望んでいたことであった。当時

の鍼灸師は「営業取締規則」により社会的地

位は現在と比較すると低いものであり、この

現実は日本の医療を支えているという自負

を持つ業界にとって耐えられないことであ

った。このため業界は、戦前から鍼灸師の資

質向上・社会的地位向上を目指し、「営業取

締規則」の改正を求める運動を展開していた

が、実現には至っていないという経緯があっ

た。 

しかし、その最中の 1947 年（昭和 22）9

月 23日、ＧＨＱは厚生省医務局（当時の局

長は東龍太郎
あずまりょうたろう

氏）の職員と厚生大臣（当時の

厚生大臣は一松定吉
ひとつまつさだよし

氏）の諮問機関である医

療制度審議会の委員６名（中山寿彦博士（日

本医師会会長）、坂口康蔵博士（東京帝国大

学教授・国立第一病院院長）、塩田広重博士

（日本医科大学学長）、西野忠次郎博士（慶

応大学教授）、板倉武博士（東京帝国大学講

師）、勝俣稔博士（前厚生省衛生局長））を呼

び、次のことを伝えた。 

「自動車の運転手は自動車の性能、機械の

構造等を知らねばならぬ。人間も治療に当た

っては身体のすべてについて知識がなけれ

ば害が多い。しかるに東洋古来の療法であっ

て効くものもあろうが、現在行っている業者

は身体に関する知識が低いから害があると

思う。晴眼者でさえ難しいものを視覚障害者

にやらせるとは何事だ。故にこの際禁止を要

求したい。日本政府はいかが思うか」3)。 

そして「鍼灸禁止令」を思わせるような次

の厳しい勧告を伝え、法律の制定に「待った」

をかけたのである。特にＧＨＱは、従来から

日本で行われていた視覚障害者による鍼灸

治療を「危険行為」であるとして問題視して

いた。 

１．盲人による鍼灸、按摩は全面的に禁止し

たい。 

２．この際、鍼灸、按摩、柔道整復等療術は

全面的禁止を要望する。 

３．これらを現行医療制度の中で存続させ

たいのであれば、10月 2日までにその

理由を書いて提出すること。4)  

ＧＨＱによる厳しい勧告は、後に業界で

「ＧＨＱから『鍼灸禁止令』が出された」と

解釈され、やがて危機感を募らせた全国の業

界関係者が一致団結し、鍼灸の存続を求める

運動を展開することになる。特に盲学校関係

者と視覚障害者の業者による存続運動は激

しく、10月30日に皇居前広場で今関秀雄氏

を委員長とする「業権擁護全国盲人大会」を

開催し、国会議事堂の周辺で大規模なデモ行

進を行っている。このように業界を窮地に陥

れた出来事は後世「ＧＨＱ旋風」と呼ばれる

ことになるが、その名称からも分かる通り、

当時の業界にとって「寝耳に水」の衝撃的な

出来事であった。 

②ＧＨＱと厚生省との協議 

  ＧＨＱによる「鍼灸禁止令」を思わせる厳

しい勧告から９日後の10月2日、厚生省医
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務局の職員と医療制度審議会の６名の委員

はＧＨＱに対し、次の答申をした。 

１．鍼、灸、マッサージ、柔道整復術営

業者はすべて医師の指導のもとで

なければ患者に対してその施術を

行ってはならない。 

２．鍼、灸営業については、盲人には原

則として新規には免許を与えない 

（ただし、すでに営業している者や

盲学校において鍼灸を学んでいる

者に対しては既得権を認める）。 

３．柔道整復術営業については、原則

として新規には免許を与えない。 

４．いわゆる医業類似行為は、すべてこ

れを禁止すること。5) 

この時、厚生省医務局の高田
た か た

浩
ひろ

運
ゆき

課長は

ＧＨＱに対し、次の意見を述べた。 

 １．多くの国会議員が鍼灸を支持し、

その不利益につながるような法律

制定に反対している。 

２．もしも、鍼灸にとって不利益な法

律が制定された場合、視覚障害者

などを含む多くの鍼灸師やその治

療を必要としている国民がその影

響を受ける。 

当時、厚生省は鍼灸が国民の生活に根強

く浸透し、視覚障害者の生業と位置付けら

れている日本の現状を考慮した法律の制

定を目指していた。法案の作成に携わって

いた高田
た か た

課長は「このままでは新しい法律

を制定することができず、多くの鍼灸師が

路頭に迷い、社会的混乱が生じる」という

危機感を抱いたのであろう。ＧＨＱに対し、

鍼灸を禁止した場合の不利益を率直に示

すことで日本の鍼灸が置かれている現状

を理解させ、新しい法律の制定を認めさせ

ようとしたのではないかと考えられる。 

さらに、厚生省は「既存の鍼灸師に対し

ては再教育を行うこと」と、「鍼灸治療の

安全性を医師に証明してもらうこと」を提

案している。これに対し、ＧＨＱは「厚生

省がきちんとした法案を作成するならば、

法律の制定に着手しても良い」と示して新

しい法律の制定を認めている。その結果、

1947年（昭和22）12月20日に「あん摩、

はり、きゆう、柔道整復等営業法」が制定

され、翌年（1948年（昭和23））1月1日

に施行された。 

このような経緯から既存の鍼灸師に対

する再教育は、ＧＨＱと厚生省との「あん

摩、はり、きゆう、柔道整復等営業法」の

制定をめぐる協議の中で決められたこと

が分かる。一見、再教育は厚生省がＧＨＱ

に法律の制定を認めさせるために考えた

「秘策」と思われるが、決してそうではな

い。再教育は当時の教育制度を見ると必要

なことであり、ＧＨＱに指摘されなくても、

鍼灸師の資質向上を図るためにも早急に

取り組まなければいけない課題であった。 

 

【学校養成施設認定規則の制定】 

「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営

業法」の附属法令として「あん摩師、はり

師、きゆう師、柔道整復師等学校養成施設

認定規則」（1948年（昭和23）4月7日制

定 文部省・厚生省令第１号）が制定され、

新しいカリキュラムが示された。当時のカ

リキュラムは現行のカリキュラムと同じ

教科が並んでいることから、その「原型」

に当たるものであることが分かるが、今ま

でにない画期的な内容であり、鍼灸師に高

度な教育水準を要求したものであった。 

１．医学専門学校に準ずるカリキュラム 

   当時のカリキュラムはＧＨＱから「鍼灸

禁止令」を思わせる厳しい勧告を受けた

影響もあり、従来の「按摩術鍼術又ハ灸術

学校若シクハ同講習所ノ指定標準ノ件」

で必修科目とされていた解剖学、生理学、

病理学などの「専門教科」（現行規則の「専

門基礎分野」と「専門分野」を合わせたも

のに相当する）の他に、新たに現行規則の

「基礎分野」に相当する「普通教科」も必

修とするなど、旧制の医学専門学校（注3）

に準ずる内容になっている。 

また、按摩・鍼・灸の三科で修業年限が

５年以上、入学資格は中学校、またはこれ

に準じる学校を卒業、または監督官庁が

定めるところにより、これと同等以上の

学力があると認められた者と定められて

いる。さらに、授業時間数は5915時間と
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環として鍼灸の科学的根拠を証明するため

の研究を行っており、京都帝国大学を定年退

官後、新設された三重県立医学専門学校の初

代校長に就任すると、校長官舎に「大東亜鍼

灸医会」を設置し、機関誌『鍼灸医学』を発

刊している。さらに、三重県立医学専門学校

附属病院内に「鍼灸療法科」（科長に龍
りん

胆会
どうかい

の会員である鍼灸師の高橋大和
や ま と

氏が就任す

る）を設置し、当時としては東洋医学と西洋

医学の融合とも言うべき画期的なことに取

り組み、鍼灸の研究にますます情熱を燃やし

ていた。このような経歴を持つ石川博士であ

るが、当時の日本の鍼灸は「安全性」、「衛生

面」において改善すべき点が多く、その根本

的な解決には「教育制度の改革」が不可欠で

あると考えたのであろう。ワイズマン軍医中

尉との会談に用意周到な準備をして臨んだ

理由も分かる。しかし、間もなくして石川博

士の予測は的中することになる。 

３．「あはき法」制定の経緯  

①ＧＨＱ旋風 

太平洋戦争後、新しい憲法として「日本国

憲法」が制定され、旧憲法である「大日本帝

国憲法」下で制定された従来の「営業取締規

則」が1947年（昭和22）12月31日を以て

廃止されることから、これに代わる新しい法

律を制定する必要が生じた。そのため、厚生

省は、失効期限に間に合うように新しい法律

の制定の準備を進めていた。 

一方、業界にとって厚生省による新しい法

律制定は待ち望んでいたことであった。当時

の鍼灸師は「営業取締規則」により社会的地

位は現在と比較すると低いものであり、この

現実は日本の医療を支えているという自負

を持つ業界にとって耐えられないことであ

った。このため業界は、戦前から鍼灸師の資

質向上・社会的地位向上を目指し、「営業取

締規則」の改正を求める運動を展開していた

が、実現には至っていないという経緯があっ

た。 

しかし、その最中の 1947 年（昭和 22）9

月 23日、ＧＨＱは厚生省医務局（当時の局

長は東龍太郎
あずまりょうたろう

氏）の職員と厚生大臣（当時の

厚生大臣は一松定吉
ひとつまつさだよし

氏）の諮問機関である医

療制度審議会の委員６名（中山寿彦博士（日

本医師会会長）、坂口康蔵博士（東京帝国大

学教授・国立第一病院院長）、塩田広重博士

（日本医科大学学長）、西野忠次郎博士（慶

応大学教授）、板倉武博士（東京帝国大学講

師）、勝俣稔博士（前厚生省衛生局長））を呼

び、次のことを伝えた。 

「自動車の運転手は自動車の性能、機械の

構造等を知らねばならぬ。人間も治療に当た

っては身体のすべてについて知識がなけれ

ば害が多い。しかるに東洋古来の療法であっ

て効くものもあろうが、現在行っている業者

は身体に関する知識が低いから害があると

思う。晴眼者でさえ難しいものを視覚障害者

にやらせるとは何事だ。故にこの際禁止を要

求したい。日本政府はいかが思うか」3)。 

そして「鍼灸禁止令」を思わせるような次

の厳しい勧告を伝え、法律の制定に「待った」

をかけたのである。特にＧＨＱは、従来から

日本で行われていた視覚障害者による鍼灸

治療を「危険行為」であるとして問題視して

いた。 

１．盲人による鍼灸、按摩は全面的に禁止し

たい。 

２．この際、鍼灸、按摩、柔道整復等療術は

全面的禁止を要望する。 

３．これらを現行医療制度の中で存続させ

たいのであれば、10月 2日までにその

理由を書いて提出すること。4)  

ＧＨＱによる厳しい勧告は、後に業界で

「ＧＨＱから『鍼灸禁止令』が出された」と

解釈され、やがて危機感を募らせた全国の業

界関係者が一致団結し、鍼灸の存続を求める

運動を展開することになる。特に盲学校関係

者と視覚障害者の業者による存続運動は激

しく、10月30日に皇居前広場で今関秀雄氏

を委員長とする「業権擁護全国盲人大会」を

開催し、国会議事堂の周辺で大規模なデモ行

進を行っている。このように業界を窮地に陥

れた出来事は後世「ＧＨＱ旋風」と呼ばれる

ことになるが、その名称からも分かる通り、

当時の業界にとって「寝耳に水」の衝撃的な

出来事であった。 

②ＧＨＱと厚生省との協議 

  ＧＨＱによる「鍼灸禁止令」を思わせる厳

しい勧告から９日後の10月2日、厚生省医
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務局の職員と医療制度審議会の６名の委員

はＧＨＱに対し、次の答申をした。 

１．鍼、灸、マッサージ、柔道整復術営

業者はすべて医師の指導のもとで

なければ患者に対してその施術を

行ってはならない。 

２．鍼、灸営業については、盲人には原

則として新規には免許を与えない 

（ただし、すでに営業している者や

盲学校において鍼灸を学んでいる

者に対しては既得権を認める）。 

３．柔道整復術営業については、原則

として新規には免許を与えない。 

４．いわゆる医業類似行為は、すべてこ

れを禁止すること。5) 

この時、厚生省医務局の高田
た か た

浩
ひろ

運
ゆき

課長は

ＧＨＱに対し、次の意見を述べた。 

 １．多くの国会議員が鍼灸を支持し、

その不利益につながるような法律

制定に反対している。 

２．もしも、鍼灸にとって不利益な法

律が制定された場合、視覚障害者

などを含む多くの鍼灸師やその治

療を必要としている国民がその影

響を受ける。 

当時、厚生省は鍼灸が国民の生活に根強

く浸透し、視覚障害者の生業と位置付けら

れている日本の現状を考慮した法律の制

定を目指していた。法案の作成に携わって

いた高田
た か た

課長は「このままでは新しい法律

を制定することができず、多くの鍼灸師が

路頭に迷い、社会的混乱が生じる」という

危機感を抱いたのであろう。ＧＨＱに対し、

鍼灸を禁止した場合の不利益を率直に示

すことで日本の鍼灸が置かれている現状

を理解させ、新しい法律の制定を認めさせ

ようとしたのではないかと考えられる。 

さらに、厚生省は「既存の鍼灸師に対し

ては再教育を行うこと」と、「鍼灸治療の

安全性を医師に証明してもらうこと」を提

案している。これに対し、ＧＨＱは「厚生

省がきちんとした法案を作成するならば、

法律の制定に着手しても良い」と示して新

しい法律の制定を認めている。その結果、

1947年（昭和22）12月20日に「あん摩、

はり、きゆう、柔道整復等営業法」が制定

され、翌年（1948年（昭和23））1月1日

に施行された。 

このような経緯から既存の鍼灸師に対

する再教育は、ＧＨＱと厚生省との「あん

摩、はり、きゆう、柔道整復等営業法」の

制定をめぐる協議の中で決められたこと

が分かる。一見、再教育は厚生省がＧＨＱ

に法律の制定を認めさせるために考えた

「秘策」と思われるが、決してそうではな

い。再教育は当時の教育制度を見ると必要

なことであり、ＧＨＱに指摘されなくても、

鍼灸師の資質向上を図るためにも早急に

取り組まなければいけない課題であった。 

 

【学校養成施設認定規則の制定】 

「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営

業法」の附属法令として「あん摩師、はり

師、きゆう師、柔道整復師等学校養成施設

認定規則」（1948年（昭和23）4月7日制

定 文部省・厚生省令第１号）が制定され、

新しいカリキュラムが示された。当時のカ

リキュラムは現行のカリキュラムと同じ

教科が並んでいることから、その「原型」

に当たるものであることが分かるが、今ま

でにない画期的な内容であり、鍼灸師に高

度な教育水準を要求したものであった。 

１．医学専門学校に準ずるカリキュラム 

   当時のカリキュラムはＧＨＱから「鍼灸

禁止令」を思わせる厳しい勧告を受けた

影響もあり、従来の「按摩術鍼術又ハ灸術

学校若シクハ同講習所ノ指定標準ノ件」

で必修科目とされていた解剖学、生理学、

病理学などの「専門教科」（現行規則の「専

門基礎分野」と「専門分野」を合わせたも

のに相当する）の他に、新たに現行規則の

「基礎分野」に相当する「普通教科」も必

修とするなど、旧制の医学専門学校（注3）

に準ずる内容になっている。 

また、按摩・鍼・灸の三科で修業年限が

５年以上、入学資格は中学校、またはこれ

に準じる学校を卒業、または監督官庁が

定めるところにより、これと同等以上の

学力があると認められた者と定められて

いる。さらに、授業時間数は5915時間と
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環として鍼灸の科学的根拠を証明するため

の研究を行っており、京都帝国大学を定年退

官後、新設された三重県立医学専門学校の初

代校長に就任すると、校長官舎に「大東亜鍼

灸医会」を設置し、機関誌『鍼灸医学』を発

刊している。さらに、三重県立医学専門学校

附属病院内に「鍼灸療法科」（科長に龍
りん

胆会
どうかい

の会員である鍼灸師の高橋大和
や ま と

氏が就任す

る）を設置し、当時としては東洋医学と西洋

医学の融合とも言うべき画期的なことに取

り組み、鍼灸の研究にますます情熱を燃やし

ていた。このような経歴を持つ石川博士であ

るが、当時の日本の鍼灸は「安全性」、「衛生

面」において改善すべき点が多く、その根本

的な解決には「教育制度の改革」が不可欠で

あると考えたのであろう。ワイズマン軍医中

尉との会談に用意周到な準備をして臨んだ

理由も分かる。しかし、間もなくして石川博

士の予測は的中することになる。 

３．「あはき法」制定の経緯  

①ＧＨＱ旋風 

太平洋戦争後、新しい憲法として「日本国

憲法」が制定され、旧憲法である「大日本帝

国憲法」下で制定された従来の「営業取締規

則」が1947年（昭和22）12月31日を以て

廃止されることから、これに代わる新しい法

律を制定する必要が生じた。そのため、厚生

省は、失効期限に間に合うように新しい法律

の制定の準備を進めていた。 

一方、業界にとって厚生省による新しい法

律制定は待ち望んでいたことであった。当時

の鍼灸師は「営業取締規則」により社会的地

位は現在と比較すると低いものであり、この

現実は日本の医療を支えているという自負

を持つ業界にとって耐えられないことであ

った。このため業界は、戦前から鍼灸師の資

質向上・社会的地位向上を目指し、「営業取

締規則」の改正を求める運動を展開していた

が、実現には至っていないという経緯があっ

た。 

しかし、その最中の 1947 年（昭和 22）9

月 23日、ＧＨＱは厚生省医務局（当時の局

長は東龍太郎
あずまりょうたろう

氏）の職員と厚生大臣（当時の

厚生大臣は一松定吉
ひとつまつさだよし

氏）の諮問機関である医

療制度審議会の委員６名（中山寿彦博士（日

本医師会会長）、坂口康蔵博士（東京帝国大

学教授・国立第一病院院長）、塩田広重博士

（日本医科大学学長）、西野忠次郎博士（慶

応大学教授）、板倉武博士（東京帝国大学講

師）、勝俣稔博士（前厚生省衛生局長））を呼

び、次のことを伝えた。 

「自動車の運転手は自動車の性能、機械の

構造等を知らねばならぬ。人間も治療に当た

っては身体のすべてについて知識がなけれ

ば害が多い。しかるに東洋古来の療法であっ

て効くものもあろうが、現在行っている業者

は身体に関する知識が低いから害があると

思う。晴眼者でさえ難しいものを視覚障害者

にやらせるとは何事だ。故にこの際禁止を要

求したい。日本政府はいかが思うか」3)。 

そして「鍼灸禁止令」を思わせるような次

の厳しい勧告を伝え、法律の制定に「待った」

をかけたのである。特にＧＨＱは、従来から

日本で行われていた視覚障害者による鍼灸

治療を「危険行為」であるとして問題視して

いた。 

１．盲人による鍼灸、按摩は全面的に禁止し

たい。 

２．この際、鍼灸、按摩、柔道整復等療術は

全面的禁止を要望する。 

３．これらを現行医療制度の中で存続させ

たいのであれば、10月 2日までにその

理由を書いて提出すること。4)  

ＧＨＱによる厳しい勧告は、後に業界で

「ＧＨＱから『鍼灸禁止令』が出された」と

解釈され、やがて危機感を募らせた全国の業

界関係者が一致団結し、鍼灸の存続を求める

運動を展開することになる。特に盲学校関係

者と視覚障害者の業者による存続運動は激

しく、10月30日に皇居前広場で今関秀雄氏

を委員長とする「業権擁護全国盲人大会」を

開催し、国会議事堂の周辺で大規模なデモ行

進を行っている。このように業界を窮地に陥

れた出来事は後世「ＧＨＱ旋風」と呼ばれる

ことになるが、その名称からも分かる通り、

当時の業界にとって「寝耳に水」の衝撃的な

出来事であった。 

②ＧＨＱと厚生省との協議 

  ＧＨＱによる「鍼灸禁止令」を思わせる厳

しい勧告から９日後の10月2日、厚生省医
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務局の職員と医療制度審議会の６名の委員

はＧＨＱに対し、次の答申をした。 

１．鍼、灸、マッサージ、柔道整復術営

業者はすべて医師の指導のもとで

なければ患者に対してその施術を

行ってはならない。 

２．鍼、灸営業については、盲人には原

則として新規には免許を与えない 

（ただし、すでに営業している者や

盲学校において鍼灸を学んでいる

者に対しては既得権を認める）。 

３．柔道整復術営業については、原則

として新規には免許を与えない。 

４．いわゆる医業類似行為は、すべてこ

れを禁止すること。5) 

この時、厚生省医務局の高田
た か た

浩
ひろ

運
ゆき

課長は

ＧＨＱに対し、次の意見を述べた。 

 １．多くの国会議員が鍼灸を支持し、

その不利益につながるような法律

制定に反対している。 

２．もしも、鍼灸にとって不利益な法

律が制定された場合、視覚障害者

などを含む多くの鍼灸師やその治

療を必要としている国民がその影

響を受ける。 

当時、厚生省は鍼灸が国民の生活に根強

く浸透し、視覚障害者の生業と位置付けら

れている日本の現状を考慮した法律の制

定を目指していた。法案の作成に携わって

いた高田
た か た

課長は「このままでは新しい法律

を制定することができず、多くの鍼灸師が

路頭に迷い、社会的混乱が生じる」という

危機感を抱いたのであろう。ＧＨＱに対し、

鍼灸を禁止した場合の不利益を率直に示

すことで日本の鍼灸が置かれている現状

を理解させ、新しい法律の制定を認めさせ

ようとしたのではないかと考えられる。 

さらに、厚生省は「既存の鍼灸師に対し

ては再教育を行うこと」と、「鍼灸治療の

安全性を医師に証明してもらうこと」を提

案している。これに対し、ＧＨＱは「厚生

省がきちんとした法案を作成するならば、

法律の制定に着手しても良い」と示して新

しい法律の制定を認めている。その結果、

1947年（昭和22）12月20日に「あん摩、

はり、きゆう、柔道整復等営業法」が制定

され、翌年（1948年（昭和23））1月1日

に施行された。 

このような経緯から既存の鍼灸師に対

する再教育は、ＧＨＱと厚生省との「あん

摩、はり、きゆう、柔道整復等営業法」の

制定をめぐる協議の中で決められたこと

が分かる。一見、再教育は厚生省がＧＨＱ

に法律の制定を認めさせるために考えた

「秘策」と思われるが、決してそうではな

い。再教育は当時の教育制度を見ると必要

なことであり、ＧＨＱに指摘されなくても、

鍼灸師の資質向上を図るためにも早急に

取り組まなければいけない課題であった。 

 

【学校養成施設認定規則の制定】 

「あん摩、はり、きゆう、柔道整復等営

業法」の附属法令として「あん摩師、はり

師、きゆう師、柔道整復師等学校養成施設

認定規則」（1948年（昭和23）4月7日制

定 文部省・厚生省令第１号）が制定され、

新しいカリキュラムが示された。当時のカ

リキュラムは現行のカリキュラムと同じ

教科が並んでいることから、その「原型」

に当たるものであることが分かるが、今ま

でにない画期的な内容であり、鍼灸師に高

度な教育水準を要求したものであった。 

１．医学専門学校に準ずるカリキュラム 

   当時のカリキュラムはＧＨＱから「鍼灸

禁止令」を思わせる厳しい勧告を受けた

影響もあり、従来の「按摩術鍼術又ハ灸術

学校若シクハ同講習所ノ指定標準ノ件」

で必修科目とされていた解剖学、生理学、

病理学などの「専門教科」（現行規則の「専

門基礎分野」と「専門分野」を合わせたも

のに相当する）の他に、新たに現行規則の

「基礎分野」に相当する「普通教科」も必

修とするなど、旧制の医学専門学校（注3）

に準ずる内容になっている。 

また、按摩・鍼・灸の三科で修業年限が

５年以上、入学資格は中学校、またはこれ

に準じる学校を卒業、または監督官庁が

定めるところにより、これと同等以上の

学力があると認められた者と定められて

いる。さらに、授業時間数は5915時間と
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規定され、来年度（2018年（平成30））か

ら始まる新しいカリキュラムの授業時間

数である2835時間の２倍以上にもわたる

長い時間数が課せられており、鍼灸師に

高度な教育水準を要求していたことが分

かる（注4）。（表１） 

２．「漢方概論」の導入 

新しいカリキュラムは医学専門学校に

準じた内容である一方で、新たに現在の

東洋医学概論に相当する「漢方概論」（当

時の漢方概論には経穴学が含まれていた）

が「専門教科」として導入されたことは画

期的なことであった。当時、ＧＨＱ旋風の

影響もあり、鍼灸の科学化（最新の西洋医

学（現代医学）に基づく鍼灸）を推進する

動きがあり、古典鍼灸（伝統鍼灸（東洋医

学に基づく鍼灸））は押されつつあったが、

鍼灸の本来の基本理論である東洋医学を

見直す動きもあった。その原動力になっ

たものとして、戦前から戦中にかけての

２つの出来事にあると考えられる。 
① 東洋医学の復興運動 

明治からの国家による近代化政策によ

り、西洋医学が導入され、日本の伝統医療

である鍼灸の基本理論である東洋医学は

押されつつあったが、昭和に入ると医学

者や鍼灸師による東洋医学の復興が図ら

れるようになった。 
 

ⅰ．医学者による復興運動 
1938 年（昭和 13）、「日本医学研究会」

が設立され、会長である橋田邦彦博士（東

京帝国大学教授。父は漢方医。戦前・戦中

にかけて近衛秀麿内閣と東條英機内閣で

文部大臣を務める）ら医学者を中心に東

洋医学は「全機性」を持つ医学であると評

価し、東洋医学と西洋医学を融合した日

本独自の医学を作ろうとした動きがあっ

た。また同年、前年（1937年（昭和12））

に開講した「拓殖大学漢方医学講座」を基

盤に大塚敬
よし

節
のり

氏や矢数
や か ず

道明
どうめい

氏（両氏とも

戦後、日本東洋医学会の創立に尽力する。

また、大塚氏は初代、矢数
や か ず

氏は２代目の北

里研究所附属東洋医学総合研究所（現・北

里大学東洋医学総合研究所）所長に就任

する）をはじめとする医師、薬剤師、鍼灸

師らによる「東亜医学協会」が設立され、

戦後、数多くの人材を輩出した。 

ⅱ．鍼灸師による復興運動 

医学者だけでなく、鍼灸師にも同じよ

うな動きがあった。柳谷素
や な ぎ や そ

霊
れい

氏（当時、日

本高等鍼灸学院院長。戦後、東洋鍼灸専門

学校を創立する）による「古典に還れ」を

合言葉にした運動である。柳谷氏は「現代

医学と古典医学を勉強し、その優劣を見

極めた上で初めて古典医学とは何かを知

ることができる」と提唱し、1940 年（昭

和15）に「古典研究会」を設立している。
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柳谷
やなぎや

氏は古典に傾倒することで東洋医学

と西洋医学との長所と短所を見出し、病

人を救済できる最高の医学を構築しよう

としていた。やがて、その流れは柳谷氏の

弟子である岡部素
そ

道
どう

氏と井上恵
けい

理
り

氏、そ

して竹山晋一郎氏による「経絡治療」に繋

がっていく。 

②国家政策での実績 

鍼灸には戦前から戦中にかけて、国家

政策に取り入れられ、国民の健康維持に

貢献したという実績があった。当時、戦争

の激化による医薬品不足を補うために軍

隊や満蒙開拓団で鍼灸が取り入れられ、

代田
し ろ た

文誌
ぶ ん し

氏など多くの鍼灸師が携わって

いる。また、その実績を受けて1943年（昭

和 18）には厚生省の援助により、半官半

民の研究機関である「東亜治療研究所」が

東京の同愛記念病院内に設立され、東洋

医学に関する研究が行われている。初代

所長に就任したのは日本医学研究会の副

会長である板倉武博士（東京帝国大学講

師。当時、その傍ら同愛記念病院内科医長

を務めていた）であり、漢方部門は大塚敬
よし

節
のり

氏、鍼灸部門は岡部素
そ

道
どう

氏が担当して

いる。1944年（昭和19）には漢方エキス

剤の開発という大きな功績を残している

（東亜医学研究所での漢方エキス剤の製

造は敗戦により中断している）。 

板倉博士は戦後の「鍼灸禁止令」の際に

医療制度審議会の委員としてＧＨＱとの

協議に当たり、「東洋医学も確立された医

学であり、将来、東西両方の医学が融合す

れば、『真の医学』が誕生することを確信

している」として東洋医学の重要性を述

べて鍼灸の存続を訴えているが、その理

念の根拠になったのは、自らの研究活動

にあった。板倉博士は文部省（現・文部科

学省）在外研究員としてアメリカ、イギ

リス、フランス、ドイツなどの欧米諸国

に留学した経験を持ち、東洋医学の古典

である『傷寒論』の研究から「西洋医学は

疾病の本態を追究し、その予防に貢献し

ており、東洋医学は治療の術として発展

したものである」として西洋医学と東洋

医学の融合を目指しており、その流れの

中に日本医学研究会への参加、そして東

亜治療研究所での研究活動があった。 
戦前から戦中にかけての医学者と鍼灸

師による東洋医学の復興運動と国家政策

での実績がなければ、戦後の学校養成施

設のカリキュラムに漢方概論が導入され

ることはなかったかも知れない。現代の

鍼灸師は少なからず歴史の影響を受けて

おり、その歴史を知ることは自らが置か

れた社会を知ることにも繋がるというこ

とを忘れてはならない。 
 

【再教育講師養成講習会】 

   身分法制定の条件として行われること

が決まった再教育講習会の講師を養成す

るために開催された再教育講師養成講習

会とはどのようなものであったのであろ

うか。 

１．主催者は業界団体 

   再教育講師養成講習会は厚生省後援の

下、当時の鍼灸師の全国組織である「日本

鍼灸マッサージ師会連盟」の主催で開催

されている。本来、このような講習会は厚

生省の主催で開催するはずであり、当初、

厚生省もＧＨＱとの協議の中で厚生省が

カリキュラム作成することを提案してい

たが、この提案にＧＨＱが「厚生省がカリ

キュラムを作成することは、厚生省が鍼

灸を後援（保証）していることにつながる」

として反対を示したためである。当時、Ｇ

ＨＱは占領下の日本で、最新の西洋医学

（現代医学）を中心にした医療制度を構

築しようとしていた。そのような中で厚

生省が主催して鍼灸師の再教育を実施す

ることになれば、国家（厚生省）が西洋医

学と対峙する東洋医学を認めたことにな

り、ＧＨＱの政策に相反することになる。

当時の絶対的権力者であるＧＨＱにとっ

て、それは不都合なことであった。日本鍼

灸マッサージ師会連盟も厚生省が主催す

ると思っていたが、厚生省から「業界団体

の主催で開催すること」を指示され、困惑

している。この経緯から当時、「あん摩、

はり、きゆう、柔道整復等営業法」という

身分法が制定されたとは言え、ＧＨＱに

（表１） 「あん摩師、はり師、きゆう師、柔道整復師等学校養成施設認定規則」  

（１９４８年（昭和２３）４月７日制定 文部省・厚生省令第１号） 

（注１）（  ）内の数字は按摩、鍼、灸の三科の授業時間数（合計 5915 時間） 

（注２）柔道整復理論と柔道整復実技は含まれない。 

専門 

教科 

(3990) 

学 科 

(2170) 

解剖学 (280) 症候概論(280) はり理論(105) 医事法規(35) 

生理学(280) 治療一般(280) きゆう理論(105) 

病理学(210) 
漢方概論(175) 

柔道整復理論 
 （経穴を含む） 

衛生学 (210) 
あん摩理論(140) 医学史(70) 

 （消毒法を含む） 

実 技 

(1820) 
あん摩実技(630) はり実技(700) きゆう実技(490) 柔道整復実技 

普通教科 

(1575) 

国 語(210) 体 育(280) 理 科(315) 

社 会(315) 
数 学(245) 

（統計を含む） 
外国語(210) 

 

選択教科(350) 家 庭 看 護 音 楽 その他 
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規定され、来年度（2018年（平成30））か

ら始まる新しいカリキュラムの授業時間

数である2835時間の２倍以上にもわたる

長い時間数が課せられており、鍼灸師に

高度な教育水準を要求していたことが分

かる（注4）。（表１） 

２．「漢方概論」の導入 

新しいカリキュラムは医学専門学校に

準じた内容である一方で、新たに現在の

東洋医学概論に相当する「漢方概論」（当

時の漢方概論には経穴学が含まれていた）

が「専門教科」として導入されたことは画

期的なことであった。当時、ＧＨＱ旋風の

影響もあり、鍼灸の科学化（最新の西洋医

学（現代医学）に基づく鍼灸）を推進する

動きがあり、古典鍼灸（伝統鍼灸（東洋医

学に基づく鍼灸））は押されつつあったが、

鍼灸の本来の基本理論である東洋医学を

見直す動きもあった。その原動力になっ

たものとして、戦前から戦中にかけての

２つの出来事にあると考えられる。 
① 東洋医学の復興運動 

明治からの国家による近代化政策によ

り、西洋医学が導入され、日本の伝統医療

である鍼灸の基本理論である東洋医学は

押されつつあったが、昭和に入ると医学

者や鍼灸師による東洋医学の復興が図ら

れるようになった。 
 

ⅰ．医学者による復興運動 
1938 年（昭和 13）、「日本医学研究会」

が設立され、会長である橋田邦彦博士（東

京帝国大学教授。父は漢方医。戦前・戦中

にかけて近衛秀麿内閣と東條英機内閣で

文部大臣を務める）ら医学者を中心に東

洋医学は「全機性」を持つ医学であると評

価し、東洋医学と西洋医学を融合した日

本独自の医学を作ろうとした動きがあっ

た。また同年、前年（1937年（昭和12））

に開講した「拓殖大学漢方医学講座」を基

盤に大塚敬
よし

節
のり

氏や矢数
や か ず

道明
どうめい

氏（両氏とも

戦後、日本東洋医学会の創立に尽力する。

また、大塚氏は初代、矢数
や か ず

氏は２代目の北

里研究所附属東洋医学総合研究所（現・北

里大学東洋医学総合研究所）所長に就任

する）をはじめとする医師、薬剤師、鍼灸

師らによる「東亜医学協会」が設立され、

戦後、数多くの人材を輩出した。 

ⅱ．鍼灸師による復興運動 

医学者だけでなく、鍼灸師にも同じよ

うな動きがあった。柳谷素
や な ぎ や そ

霊
れい

氏（当時、日

本高等鍼灸学院院長。戦後、東洋鍼灸専門

学校を創立する）による「古典に還れ」を

合言葉にした運動である。柳谷氏は「現代

医学と古典医学を勉強し、その優劣を見

極めた上で初めて古典医学とは何かを知

ることができる」と提唱し、1940 年（昭

和15）に「古典研究会」を設立している。
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柳谷
やなぎや

氏は古典に傾倒することで東洋医学

と西洋医学との長所と短所を見出し、病

人を救済できる最高の医学を構築しよう

としていた。やがて、その流れは柳谷氏の

弟子である岡部素
そ

道
どう

氏と井上恵
けい

理
り

氏、そ

して竹山晋一郎氏による「経絡治療」に繋

がっていく。 

②国家政策での実績 

鍼灸には戦前から戦中にかけて、国家

政策に取り入れられ、国民の健康維持に

貢献したという実績があった。当時、戦争

の激化による医薬品不足を補うために軍

隊や満蒙開拓団で鍼灸が取り入れられ、

代田
し ろ た

文誌
ぶ ん し

氏など多くの鍼灸師が携わって

いる。また、その実績を受けて1943年（昭

和 18）には厚生省の援助により、半官半

民の研究機関である「東亜治療研究所」が

東京の同愛記念病院内に設立され、東洋

医学に関する研究が行われている。初代

所長に就任したのは日本医学研究会の副

会長である板倉武博士（東京帝国大学講

師。当時、その傍ら同愛記念病院内科医長

を務めていた）であり、漢方部門は大塚敬
よし

節
のり

氏、鍼灸部門は岡部素
そ

道
どう

氏が担当して

いる。1944年（昭和19）には漢方エキス

剤の開発という大きな功績を残している

（東亜医学研究所での漢方エキス剤の製

造は敗戦により中断している）。 

板倉博士は戦後の「鍼灸禁止令」の際に

医療制度審議会の委員としてＧＨＱとの

協議に当たり、「東洋医学も確立された医

学であり、将来、東西両方の医学が融合す

れば、『真の医学』が誕生することを確信

している」として東洋医学の重要性を述

べて鍼灸の存続を訴えているが、その理

念の根拠になったのは、自らの研究活動

にあった。板倉博士は文部省（現・文部科

学省）在外研究員としてアメリカ、イギ

リス、フランス、ドイツなどの欧米諸国

に留学した経験を持ち、東洋医学の古典

である『傷寒論』の研究から「西洋医学は

疾病の本態を追究し、その予防に貢献し

ており、東洋医学は治療の術として発展

したものである」として西洋医学と東洋

医学の融合を目指しており、その流れの

中に日本医学研究会への参加、そして東

亜治療研究所での研究活動があった。 
戦前から戦中にかけての医学者と鍼灸

師による東洋医学の復興運動と国家政策

での実績がなければ、戦後の学校養成施

設のカリキュラムに漢方概論が導入され

ることはなかったかも知れない。現代の

鍼灸師は少なからず歴史の影響を受けて

おり、その歴史を知ることは自らが置か

れた社会を知ることにも繋がるというこ

とを忘れてはならない。 
 

【再教育講師養成講習会】 

   身分法制定の条件として行われること

が決まった再教育講習会の講師を養成す

るために開催された再教育講師養成講習

会とはどのようなものであったのであろ

うか。 

１．主催者は業界団体 

   再教育講師養成講習会は厚生省後援の

下、当時の鍼灸師の全国組織である「日本

鍼灸マッサージ師会連盟」の主催で開催

されている。本来、このような講習会は厚

生省の主催で開催するはずであり、当初、

厚生省もＧＨＱとの協議の中で厚生省が

カリキュラム作成することを提案してい

たが、この提案にＧＨＱが「厚生省がカリ

キュラムを作成することは、厚生省が鍼

灸を後援（保証）していることにつながる」

として反対を示したためである。当時、Ｇ

ＨＱは占領下の日本で、最新の西洋医学

（現代医学）を中心にした医療制度を構

築しようとしていた。そのような中で厚

生省が主催して鍼灸師の再教育を実施す

ることになれば、国家（厚生省）が西洋医

学と対峙する東洋医学を認めたことにな

り、ＧＨＱの政策に相反することになる。

当時の絶対的権力者であるＧＨＱにとっ

て、それは不都合なことであった。日本鍼

灸マッサージ師会連盟も厚生省が主催す

ると思っていたが、厚生省から「業界団体

の主催で開催すること」を指示され、困惑

している。この経緯から当時、「あん摩、

はり、きゆう、柔道整復等営業法」という

身分法が制定されたとは言え、ＧＨＱに
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規定され、来年度（2018年（平成30））か

ら始まる新しいカリキュラムの授業時間

数である2835時間の２倍以上にもわたる

長い時間数が課せられており、鍼灸師に

高度な教育水準を要求していたことが分

かる（注4）。（表１） 

２．「漢方概論」の導入 

新しいカリキュラムは医学専門学校に

準じた内容である一方で、新たに現在の

東洋医学概論に相当する「漢方概論」（当

時の漢方概論には経穴学が含まれていた）

が「専門教科」として導入されたことは画

期的なことであった。当時、ＧＨＱ旋風の

影響もあり、鍼灸の科学化（最新の西洋医

学（現代医学）に基づく鍼灸）を推進する

動きがあり、古典鍼灸（伝統鍼灸（東洋医

学に基づく鍼灸））は押されつつあったが、

鍼灸の本来の基本理論である東洋医学を

見直す動きもあった。その原動力になっ

たものとして、戦前から戦中にかけての

２つの出来事にあると考えられる。 
① 東洋医学の復興運動 

明治からの国家による近代化政策によ

り、西洋医学が導入され、日本の伝統医療

である鍼灸の基本理論である東洋医学は

押されつつあったが、昭和に入ると医学

者や鍼灸師による東洋医学の復興が図ら

れるようになった。 
 

ⅰ．医学者による復興運動 
1938 年（昭和 13）、「日本医学研究会」

が設立され、会長である橋田邦彦博士（東

京帝国大学教授。父は漢方医。戦前・戦中

にかけて近衛秀麿内閣と東條英機内閣で

文部大臣を務める）ら医学者を中心に東

洋医学は「全機性」を持つ医学であると評

価し、東洋医学と西洋医学を融合した日

本独自の医学を作ろうとした動きがあっ

た。また同年、前年（1937年（昭和12））
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節
のり

氏や矢数
や か ず

道明
どうめい
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戦後、日本東洋医学会の創立に尽力する。

また、大塚氏は初代、矢数
や か ず

氏は２代目の北

里研究所附属東洋医学総合研究所（現・北

里大学東洋医学総合研究所）所長に就任

する）をはじめとする医師、薬剤師、鍼灸

師らによる「東亜医学協会」が設立され、

戦後、数多くの人材を輩出した。 

ⅱ．鍼灸師による復興運動 

医学者だけでなく、鍼灸師にも同じよ

うな動きがあった。柳谷素
や な ぎ や そ

霊
れい

氏（当時、日

本高等鍼灸学院院長。戦後、東洋鍼灸専門

学校を創立する）による「古典に還れ」を

合言葉にした運動である。柳谷氏は「現代
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柳谷
やなぎや

氏は古典に傾倒することで東洋医学

と西洋医学との長所と短所を見出し、病

人を救済できる最高の医学を構築しよう

としていた。やがて、その流れは柳谷氏の
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そ

道
どう

氏と井上恵
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り

氏、そ
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【再教育講師養成講習会】 
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（１９４８年（昭和２３）４月７日制定 文部省・厚生省令第１号） 

（注１）（  ）内の数字は按摩、鍼、灸の三科の授業時間数（合計 5915 時間） 

（注２）柔道整復理論と柔道整復実技は含まれない。 

専門 

教科 

(3990) 

学 科 

(2170) 

解剖学 (280) 症候概論(280) はり理論(105) 医事法規(35) 

生理学(280) 治療一般(280) きゆう理論(105) 

病理学(210) 
漢方概論(175) 

柔道整復理論 
 （経穴を含む） 

衛生学 (210) 
あん摩理論(140) 医学史(70) 

 （消毒法を含む） 

実 技 

(1820) 
あん摩実技(630) はり実技(700) きゆう実技(490) 柔道整復実技 

普通教科 

(1575) 

国 語(210) 体 育(280) 理 科(315) 

社 会(315) 
数 学(245) 

（統計を含む） 
外国語(210) 

 

選択教科(350) 家 庭 看 護 音 楽 その他 
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とって鍼灸に対する疑念は払拭されてお

らず、既存の鍼灸師に対する再教育は厚

生省から業界へ「丸投げ」された仕事であ

ったことが分かる。 

厚生省から講習会を委託された日本鍼

灸マッサージ師会連盟は、鍼灸存続運動

（ＧＨＱ旋風）の際に運動の先頭に立っ

ていた業界団体であった。主要メンバー

には、会長であり、鍼灸師のスポーツトレ

ーナーの草分け的存在であった小守良勝

氏をはじめ、戦後初の参議院選挙で業界

代表として当選した小林勝
かつ

馬
ま

氏、柳谷素
や な ぎ や そ

霊
れい

氏の弟子であり、経絡治療を広めた岡

部素
そ

道
どう

氏と井上恵
けい

理
り

氏、九州連合鍼灸按

師会会長であり、後年、花田学園を創立す

る花田傳
つとう

氏、医道の日本社の主幹である

戸部宗七郎氏など、戦後の鍼灸を支えた

人々がいた。折しも再教育講師養成講習

会が行われようとしていた頃、「鍼灸禁止

令」の際に浮き彫りにされた鍼灸の問題

点を改善するために、鍼灸の教育・研究の

拠点である「東方治療研究所」を東京都品

川区大井森下町（現・大井２丁目）に設立

している（注 5）。初代所長には板倉博士

を迎えており、太平洋戦争の激化で中断

されていた東亜治療研究所での研究活動

を再開させるねらいもあったのではない

かと考えられる。このように鍼灸の未来

を明るいものにしようとしていた彼らで

あったことから講習会のカリキュラムと

講師の選定には、当然、力が入っていた。 

２．未来を見据えたカリキュラム 

   再教育講師養成講習会のカリキュラム

は「学校養成施設認定規則」に基づいて作

られている。講義は解剖学、生理学、病

理学などの西洋医学、そして漢方概論、

経穴学（当時のカリキュラムでの漢方概

論には経穴学が含まれているが、再教育

講師養成講習会では別々に講義している）

などの東洋医学など合わせて33の講義が

あり、講義時間は 15 日間、延べ 89 時間

に及んでいる。その中で特に興味深い科

目は「スポーツ医学」と小守良勝氏を講師

とする「スポーツマッサージ術」である。

（表２） 

「学校養成施設認定規則」に基づくカ

リキュラムにこれらの名称がついた科目

はないが、「普通教科」の「体育」に相当

するものであると考えられる。日本では

戦前から鍼灸師がプロ野球でスポーツト

レーナーとして活躍していたという実績

があったが、戦中はスポーツが満足にで

きる状態ではなかったことからスポーツ

トレーナーの活動も中断を余儀なくされ

ていた。戦後、世の中が安定すればスポ

ーツが復活し、スポーツトレーナーの需

要も高まると見込み、その草分け的存在

である小守良勝氏にスポーツマッサージ

の講義を行わせることで鍼灸師の活躍の

場をさらに広げようとしていたと考えら

れる（当時の鍼灸師の中には按摩師の資

格を持つ者が数多くいた）。現代でも、

スポーツトレーナーとして活躍している

鍼灸師はいるが、折しも３年後の2020年

に東京オリンピックの開催を控え、鍼灸

師の資格を持つスポーツトレーナーの需

要が高まっている。半世紀以上前の業界

がこのような未来を予想していたのかと

思うと脱帽せざるを得ない。 

３．第一線で活躍する講師陣 

再教育講師養成講習会で講師を務めた

のは、当時、第一線で活躍していた厚生省

官僚、大学教授、医師、盲学校教員、鍼灸

師である。講師には板倉武博士、清水藤
とう

太郎
た ろ う

博士、間中喜雄氏、大塚敬
よし

節
のり

氏、柳谷
やなぎや

素
そ

霊
れい

氏、代田
し ろ た

文誌
ぶ ん し

氏、竹山晋一郎氏、岡部

素
そ

道
どう

氏、井上恵
けい

理
り

氏、小守良勝氏、芹澤勝

助氏、今関秀雄氏、小林勝
かつ

馬
ま

氏など鍼灸・

漢方を代表する者や、小川鼎三
ていぞう

博士、沖中

重雄博士、加藤元一
げんいち

博士（石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博

士の弟子）など医学界を代表する者など、

現代にも名を残している人々が連ねてお

り、日本の鍼灸のレベルを向上させよう

とした業界の意気込みが伝わる（注6）。 

４．夜間講義の実施 

再教育講師養成講習会は昼間だけでな

く、夜間にも課外授業として講義や研究

会が行われている。この時の講義は臨床

に関するものが多く、注目するべきこと

が２つある。（表３） 
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（表２） 再教育講師養成講習会 時間割 

回 数 月 日 時 間 学 科 講 師 肩 書 

1 ９／１２（日） 

８～１０ 開講式 

１０～１１ 
病理学 大村 清二 日本医科大学教授 

１３～１６ 

2 ９／１３（月） 
９～１２ 生理学 加藤 元一 慶応大学教授 

１３～１６ 医史学 五十嵐 義明 厚生省技官 

3 ９／１４（火） 
８～１１ 治療一般 板倉 武 

東京大学講師 

東方治療研究所長 

１３～１６ 衛生消毒学 芦田 定蔵 厚生省技官 

4 ９／１５（水） 
８～１２ 症候一般 間中 喜雄 間中病院長 

１３～１６ 鍼 術  原論・実技 井上 恵理 東方治療研究所員 

5 ９／１６（木） 
９～１２ 解剖学 小川 鼎三 東京大学教授 

１３～１６ 生理学 沖中 重雄 東京大学教授 

6 ９／１７（金） 
８～１２ 漢方概論 大塚 敬節 元拓殖大学講師 

１３～１６ 灸 術  原論・実技 岡部 素道 東方治療研究所員 

7 ９／１８（土） 見 学 （東京大学、慶応大学、その他） 

8 ９／１９（日） 

８～１０ 衛生学 芦田 定蔵／岩佐 清 厚生省技官 

１０～１２ 按 術  原論・実技 小野寺 謙治 元同愛盲学校教諭 

１３～１４ 鍼 術  原論・実技 今関 秀雄 元兵庫県立盲学校長 

9 ９／２０（月） 
８～１２ 経穴学 柳谷 素霊 元拓殖大学講師 

１３～１６ 灸 術 原論・実技 芹澤 勝助 官立東京盲学校教官 

10 ９／２１（火） 

８～１０ 医事法規 鈴村 信悟／松下 廉蔵 厚生省事務官 

１０～１２ 経穴学 柳谷 素霊 元拓殖大学講師 

１３～１６ 灸 術  原論・実技 代田 文誌 元拓殖大学講師 

11 ９／２２（水） 

８～１２ 普通学 文部省 

１３～１５ 看護学 木田 二枝 厚生省技官 

１５～１７ 薬物学 清水 藤太郎 東邦大学教授 

12 ９／２３（木） 

８～９ マッサージ理論 金子 魁一 医学博士 

９～１２ マッサージ術  原論・実技 野本 光彌 官立東京盲学校教官 

１３～１６ 鍼 術  原論・実技 戸田 恵 元杉山鍼按教諭 

13 ９／２４（金） 

８～９ スポーツ医学 齋藤 一男 日本医科大学教授 

９～１２ スポーツマッサージ術 小守 良勝 
日本野球連盟・東京六大学野球

トレーナー 

１３～１５ 医学史 竹山 晋一郎 日本鍼灸医学研究所主事 

１５～１７ 按 術  原論・実技 高橋 忠次郎 都立盲学校教諭 

14 ９／２５（土） 

８～１１ 按 術  原論・実技 小川 源助 官立東京盲学校教官 

１３～１６ 各種研究法 板倉 武 
東京大学講師 

東方治療研究所長 

15 ９／２６（日） 

８～１０ 普通学 文部省 

１０～１２ 政 治 小林 勝馬 参議院議員 

13 閉講式 

 
 （表３） 再教育講師養成講習会 時間割 科外（夜間） 

回 数 月 日 講 習 講 師 

2 ９／１３（月） 坐骨神経痛の臨床 木下 晴都 

3 ９／１４（火） 経絡治療の実際概論 竹山 晋一郎 

4 ９／１５（水） 経絡治療の実際診断 岡部 素道 

5 ９／１６（木） 経絡治療の実際治療 井上 恵理 

6 ９／１７（金） 座談研究会 

8 ９／１９（日） 肩痛の臨床 小川 晴通 

9 ９／２０（月） 座談研究会 

10 ９／２１（火） 高血圧の臨床 加藤 博敏 

11 ９／２２（水） 座談懇親会 

12 ９／２３（木） 夜尿症の臨床 福本 憲太郎 

13 ９／２４（金） 座談会 ヒョウ疽の研究 田上 智加子 

14 ９／２５（土） 研究会 

─　　　─
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とって鍼灸に対する疑念は払拭されてお

らず、既存の鍼灸師に対する再教育は厚

生省から業界へ「丸投げ」された仕事であ

ったことが分かる。 

厚生省から講習会を委託された日本鍼

灸マッサージ師会連盟は、鍼灸存続運動

（ＧＨＱ旋風）の際に運動の先頭に立っ

ていた業界団体であった。主要メンバー

には、会長であり、鍼灸師のスポーツトレ

ーナーの草分け的存在であった小守良勝

氏をはじめ、戦後初の参議院選挙で業界

代表として当選した小林勝
かつ

馬
ま

氏、柳谷素
や な ぎ や そ

霊
れい

氏の弟子であり、経絡治療を広めた岡

部素
そ

道
どう

氏と井上恵
けい

理
り

氏、九州連合鍼灸按

師会会長であり、後年、花田学園を創立す

る花田傳
つとう

氏、医道の日本社の主幹である

戸部宗七郎氏など、戦後の鍼灸を支えた

人々がいた。折しも再教育講師養成講習

会が行われようとしていた頃、「鍼灸禁止

令」の際に浮き彫りにされた鍼灸の問題

点を改善するために、鍼灸の教育・研究の

拠点である「東方治療研究所」を東京都品

川区大井森下町（現・大井２丁目）に設立

している（注 5）。初代所長には板倉博士

を迎えており、太平洋戦争の激化で中断

されていた東亜治療研究所での研究活動

を再開させるねらいもあったのではない

かと考えられる。このように鍼灸の未来

を明るいものにしようとしていた彼らで

あったことから講習会のカリキュラムと

講師の選定には、当然、力が入っていた。 

２．未来を見据えたカリキュラム 

   再教育講師養成講習会のカリキュラム

は「学校養成施設認定規則」に基づいて作

られている。講義は解剖学、生理学、病

理学などの西洋医学、そして漢方概論、

経穴学（当時のカリキュラムでの漢方概

論には経穴学が含まれているが、再教育

講師養成講習会では別々に講義している）

などの東洋医学など合わせて33の講義が

あり、講義時間は 15 日間、延べ 89 時間

に及んでいる。その中で特に興味深い科

目は「スポーツ医学」と小守良勝氏を講師

とする「スポーツマッサージ術」である。

（表２） 

「学校養成施設認定規則」に基づくカ

リキュラムにこれらの名称がついた科目

はないが、「普通教科」の「体育」に相当

するものであると考えられる。日本では

戦前から鍼灸師がプロ野球でスポーツト

レーナーとして活躍していたという実績

があったが、戦中はスポーツが満足にで

きる状態ではなかったことからスポーツ

トレーナーの活動も中断を余儀なくされ

ていた。戦後、世の中が安定すればスポ

ーツが復活し、スポーツトレーナーの需

要も高まると見込み、その草分け的存在

である小守良勝氏にスポーツマッサージ

の講義を行わせることで鍼灸師の活躍の

場をさらに広げようとしていたと考えら

れる（当時の鍼灸師の中には按摩師の資

格を持つ者が数多くいた）。現代でも、

スポーツトレーナーとして活躍している

鍼灸師はいるが、折しも３年後の2020年

に東京オリンピックの開催を控え、鍼灸

師の資格を持つスポーツトレーナーの需

要が高まっている。半世紀以上前の業界

がこのような未来を予想していたのかと

思うと脱帽せざるを得ない。 

３．第一線で活躍する講師陣 

再教育講師養成講習会で講師を務めた

のは、当時、第一線で活躍していた厚生省

官僚、大学教授、医師、盲学校教員、鍼灸

師である。講師には板倉武博士、清水藤
とう

太郎
た ろ う

博士、間中喜雄氏、大塚敬
よし

節
のり

氏、柳谷
やなぎや

素
そ

霊
れい

氏、代田
し ろ た

文誌
ぶ ん し

氏、竹山晋一郎氏、岡部

素
そ

道
どう

氏、井上恵
けい

理
り

氏、小守良勝氏、芹澤勝

助氏、今関秀雄氏、小林勝
かつ

馬
ま

氏など鍼灸・

漢方を代表する者や、小川鼎三
ていぞう

博士、沖中

重雄博士、加藤元一
げんいち

博士（石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博

士の弟子）など医学界を代表する者など、

現代にも名を残している人々が連ねてお

り、日本の鍼灸のレベルを向上させよう

とした業界の意気込みが伝わる（注6）。 

４．夜間講義の実施 

再教育講師養成講習会は昼間だけでな

く、夜間にも課外授業として講義や研究

会が行われている。この時の講義は臨床

に関するものが多く、注目するべきこと

が２つある。（表３） 
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①若手の起用 

講師として木下晴
はる

都
と

氏と小川晴通
はるみち

氏が

起用されている。現在では業界の歴史に

名を残す人物として広く知られているが、

当時は若手であった。この時から次世代

を担う後継者として注目されていたので

あろう。後年彼らは、岡部素
そ

道
どう

氏や花田傳
つとう

氏などＧＨＱ旋風の先頭に立っていた

人々の死後、業界を支え、鍼灸師の社会的

地位向上を目指して活躍している。 

②古典鍼灸の復興 

古典鍼灸のひとつである経絡治療に関

する講義があり、その中心人物である岡

部素
そ

道
どう

氏、井上恵
けい

理
り

氏、竹山晋一郎氏が講

師を務めている。戦後の「学校養成施設認

定規則」に新たに漢方概論が加わったこ

とを機に、鍼灸の源流である東洋医学の

教育に重点を置こうとした表れではない

かと考えられる。再教育講師養成講習会

を通じて戦後、ＧＨＱの「鍼灸禁止令」の

影響で「鍼灸の科学化」に押されつつあっ

た古典鍼灸の復興を図ると共に、業界全

体に東洋医学の再考を促していたのでは

ないだろうか。 

５．受講生の視点から見た再教育講師養

成講習会 

   再教育講師養成講習会は、現代の鍼灸師

から見ても量的にも質的にも驚異的な講

習会であったが、当時の鍼灸師にはどの

ように映ったのであろうか。それについ

ては、当時の『医道の日本』に掲載されて

いる受講生の感想から知ることができる。

その記事から時代を超えて生々しい現場

の様子が伝わり、興味深い（石井陶伯，長

嶋善作，井上光金，小松馬太．日鍼連再教

育講師養成講習会受講記．医道の日本

1948年11月号：6-9）。 

再教育講師養成講習会は、夏の厳しい

暑さが残る9月12日から9月26日の15

日間という長い期間にわたり、朝から晩

まで一日中行われていた。また、各都道府

県から 200 名程の多くの受講生が集まっ

たことから、教室は常に満員であった。当

然、現代のように換気・冷房設備はなく、

決して良い環境とは言える状態ではなか

った（注7）。 

講義内容については、受講者から良く

も悪くも様々な感想が寄せられている。

「良い講義もあるが、レベルが低い講義

も大分ある」と指摘したものもある。また、

「受講生が多く、教室が狭い」、「時間の割

には量が多く、詰め込むことが出来ない」、

「心身共に疲れた」などの不満を述べた

ものもある。このような不満は現代の教

育現場でも起こり得ることであり、学校

養成施設は「未来の鍼灸師」である学生に

とって学びやすい環境を提供することに

努めなければならないということを痛感

する。 

受講生にとっては、かなり厳しい環境

であったが、そのような状況の中でも各

都道府県の代表として、鍼灸の未来に思

いを馳せながら熱心に耳を傾けていたよ

うである。受講生の中には地元の鍼灸師

会から助成金を受けて上京している者も

おり（注 8）、地元の期待を背負って講習

会に参加していたことが分かる。15 日間

にわたる講習会が修了すると、受講生に

は修了証と講師適任証が授与されており、

東京での再教育講師養成講習会は講師を

養成するための講習会として効力を持っ

ていたと考えられる。 

 

【各都道府県での再教育講習会】 

再教育講師養成講習会の講義内容につ

いては様々な意見があったが、後に行わ

れた各都道府県での再教育講習会で参考

にされている。そのことを裏付ける資料

として「神奈川県はり、きゆう、あん摩、

マッサージ師会連盟」が編集した『再教育

講義要録』がある。『再教育講義要録』の

「はしがき」には「浴
よく

恩館
おんかん

での再教育講師

養成講習会の講義をもとに神奈川県での

再教育講習会のテキストとして編集され

た」ということがはっきりと記されてい

る。『再教育講義要録』を読むと、講義を

聞き漏らすことなく、丁寧に記録されて

いることが分かり、当時の受講生の熱心

さに感嘆せざるを得ない。 

また、講師が独自にプリントを作成し
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ている場合もあった。「調査方法」で紹介

した佐賀県の中島富夫先生は「自律神経

と鍼治作用」というプリントを作成して

いる。このプリントも東京での再教育講

師養成講習会の講義内容を参考にしてい

ると思われるが、受講生が理解しやすい

ように手書きのイラストが描かれ、簡潔

な内容になっている。自分が持っている

知識をいかに他人に分かりやすく伝える

かという課題は、現代の教育現場にも通

じることである。 

都道府県での再教育は都道府県衛生部

の後援の下、都道府県の業界団体が主催

し、講師として東京での再教育講師養成

講習会に参加した鍼灸師の他に都道府県

衛生部の職員やその地域にある大学の教

授などが務めている。地域により日程は

様々であるが、ほとんどが業者に負担が

かからないように日程を組んでおり、修

了するのに数ヶ月から１年はかかってい

たようである。講習会修了者には都道府

県知事の氏名が記された修了証が授与さ

れており、主催者である日本鍼灸マッサ

ージ師会連盟が「再教育講習会を受けな

ければ免許の取消しもやむを得ない」と

示していることから、再教育講習会の受

講は強制であったと考えられる。 

 

【鍼灸師の再教育が後世に与えた影響】 

既存の鍼灸師に対する再教育は、ＧＨ

Ｑに法律の制定を認めさせるための手段

ではあったが、当時の状況を見ると、鍼灸

師の資質を向上させるためには必要なこ

とであった。既存の鍼灸師に対する再教

育が行われることがなければ、鍼灸師の

資質は向上することなく、さらにレベル

が低いものであったかも知れない。再教

育は、業界に教育の大切さを認識させる

良い機会となった。 

また、国家の近代化政策により衰退し

つつあった東洋医学の復興の原動力にも

なった。戦前から戦中にかけて医学者や

鍼灸師による東洋医学の復興運動が行わ

れていたが、戦後の身分法制定により学

校養成施設のカリキュラムに漢方概論が

導入され、既存の鍼灸師に対する再教育

にも取り入れられたことで業界に鍼灸の

源流である東洋医学の重要性を再認識さ

せ、戦後の鍼灸教育の原点になった。その

ように考えると戦後の再教育は日本の鍼

灸の歴史の中で画期的な出来事であり、

鍼灸師の資質向上を図る上で意義あるこ

とであったと言える。 

 

【おわりに】 

   来年（2018年（平成30））から全国各地

の鍼灸師の学校養成施設で始まる新しい

カリキュラムに向けて、現場は右往左往

しながら準備を進めている。 

   新しいカリキュラムは現行のカリキュ

ラムと比較すると科目数や授業時間数、

そして臨床実習の回数が多くなることか

ら、現場では様々な不安が渦巻いており、

今回のカリキュラム改正を「マイナス思

考」に捉える傾向が強い。しかし、このよ

うな状況の中では至難なことかも知れな

いが、この試練を「日本の鍼灸が発展する

絶好の機会である」として「プラス思考」

に切り換えるべきではないだろうか。 

日本の鍼灸師にとって初めての身分法

である「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」の制定から 70 年を迎えた今

（2017年（平成29））、新たな問題が発生

している。社会の変化・疾病の多様化によ

り、鍼灸師への期待が高まる一方で、学校

養成施設数の増加により、誰でも入学す

ることができ、国家試験の合格率が低く

なり、鍼灸師の質の低下が懸念されてい

る。さらには診療報酬等の不正請求や患

者に対する不適切な行為など国民の信頼

と期待を裏切るような不祥事や、終戦直

後に起きたＧＨＱ旋風を思わせるような

鍼灸の安全性が疑われる事件も起きてい

る。今こそ業界が結束して鍼灸師の資質

向上を図ると共に、法令の遵守と鍼灸の

安全性証明に努めなければ国民から完全

に見放され、日本の伝統医療である鍼灸

を未来に繋ぐことさえもできなくなるで

あろう。 

時代と共に鍼灸を取り巻く環境も変化
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①若手の起用 

講師として木下晴
はる

都
と

氏と小川晴通
はるみち

氏が

起用されている。現在では業界の歴史に

名を残す人物として広く知られているが、

当時は若手であった。この時から次世代

を担う後継者として注目されていたので

あろう。後年彼らは、岡部素
そ

道
どう

氏や花田傳
つとう

氏などＧＨＱ旋風の先頭に立っていた

人々の死後、業界を支え、鍼灸師の社会的

地位向上を目指して活躍している。 

②古典鍼灸の復興 

古典鍼灸のひとつである経絡治療に関

する講義があり、その中心人物である岡

部素
そ

道
どう

氏、井上恵
けい

理
り

氏、竹山晋一郎氏が講

師を務めている。戦後の「学校養成施設認

定規則」に新たに漢方概論が加わったこ

とを機に、鍼灸の源流である東洋医学の

教育に重点を置こうとした表れではない

かと考えられる。再教育講師養成講習会

を通じて戦後、ＧＨＱの「鍼灸禁止令」の

影響で「鍼灸の科学化」に押されつつあっ

た古典鍼灸の復興を図ると共に、業界全

体に東洋医学の再考を促していたのでは

ないだろうか。 

５．受講生の視点から見た再教育講師養

成講習会 

   再教育講師養成講習会は、現代の鍼灸師

から見ても量的にも質的にも驚異的な講

習会であったが、当時の鍼灸師にはどの

ように映ったのであろうか。それについ

ては、当時の『医道の日本』に掲載されて

いる受講生の感想から知ることができる。

その記事から時代を超えて生々しい現場

の様子が伝わり、興味深い（石井陶伯，長

嶋善作，井上光金，小松馬太．日鍼連再教

育講師養成講習会受講記．医道の日本

1948年11月号：6-9）。 

再教育講師養成講習会は、夏の厳しい

暑さが残る9月12日から9月26日の15

日間という長い期間にわたり、朝から晩

まで一日中行われていた。また、各都道府

県から 200 名程の多くの受講生が集まっ

たことから、教室は常に満員であった。当

然、現代のように換気・冷房設備はなく、

決して良い環境とは言える状態ではなか

った（注7）。 

講義内容については、受講者から良く

も悪くも様々な感想が寄せられている。

「良い講義もあるが、レベルが低い講義

も大分ある」と指摘したものもある。また、

「受講生が多く、教室が狭い」、「時間の割

には量が多く、詰め込むことが出来ない」、

「心身共に疲れた」などの不満を述べた

ものもある。このような不満は現代の教

育現場でも起こり得ることであり、学校

養成施設は「未来の鍼灸師」である学生に

とって学びやすい環境を提供することに

努めなければならないということを痛感

する。 

受講生にとっては、かなり厳しい環境

であったが、そのような状況の中でも各

都道府県の代表として、鍼灸の未来に思

いを馳せながら熱心に耳を傾けていたよ

うである。受講生の中には地元の鍼灸師

会から助成金を受けて上京している者も

おり（注 8）、地元の期待を背負って講習

会に参加していたことが分かる。15 日間

にわたる講習会が修了すると、受講生に

は修了証と講師適任証が授与されており、

東京での再教育講師養成講習会は講師を

養成するための講習会として効力を持っ

ていたと考えられる。 

 

【各都道府県での再教育講習会】 

再教育講師養成講習会の講義内容につ

いては様々な意見があったが、後に行わ

れた各都道府県での再教育講習会で参考

にされている。そのことを裏付ける資料

として「神奈川県はり、きゆう、あん摩、

マッサージ師会連盟」が編集した『再教育

講義要録』がある。『再教育講義要録』の

「はしがき」には「浴
よく

恩館
おんかん

での再教育講師

養成講習会の講義をもとに神奈川県での

再教育講習会のテキストとして編集され

た」ということがはっきりと記されてい

る。『再教育講義要録』を読むと、講義を

聞き漏らすことなく、丁寧に記録されて

いることが分かり、当時の受講生の熱心

さに感嘆せざるを得ない。 

また、講師が独自にプリントを作成し
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ている場合もあった。「調査方法」で紹介

した佐賀県の中島富夫先生は「自律神経

と鍼治作用」というプリントを作成して

いる。このプリントも東京での再教育講

師養成講習会の講義内容を参考にしてい

ると思われるが、受講生が理解しやすい

ように手書きのイラストが描かれ、簡潔

な内容になっている。自分が持っている

知識をいかに他人に分かりやすく伝える

かという課題は、現代の教育現場にも通

じることである。 

都道府県での再教育は都道府県衛生部

の後援の下、都道府県の業界団体が主催

し、講師として東京での再教育講師養成

講習会に参加した鍼灸師の他に都道府県

衛生部の職員やその地域にある大学の教

授などが務めている。地域により日程は

様々であるが、ほとんどが業者に負担が

かからないように日程を組んでおり、修

了するのに数ヶ月から１年はかかってい

たようである。講習会修了者には都道府

県知事の氏名が記された修了証が授与さ

れており、主催者である日本鍼灸マッサ

ージ師会連盟が「再教育講習会を受けな

ければ免許の取消しもやむを得ない」と

示していることから、再教育講習会の受

講は強制であったと考えられる。 

 

【鍼灸師の再教育が後世に与えた影響】 

既存の鍼灸師に対する再教育は、ＧＨ

Ｑに法律の制定を認めさせるための手段

ではあったが、当時の状況を見ると、鍼灸

師の資質を向上させるためには必要なこ

とであった。既存の鍼灸師に対する再教

育が行われることがなければ、鍼灸師の

資質は向上することなく、さらにレベル

が低いものであったかも知れない。再教

育は、業界に教育の大切さを認識させる

良い機会となった。 

また、国家の近代化政策により衰退し

つつあった東洋医学の復興の原動力にも

なった。戦前から戦中にかけて医学者や

鍼灸師による東洋医学の復興運動が行わ

れていたが、戦後の身分法制定により学

校養成施設のカリキュラムに漢方概論が

導入され、既存の鍼灸師に対する再教育

にも取り入れられたことで業界に鍼灸の

源流である東洋医学の重要性を再認識さ

せ、戦後の鍼灸教育の原点になった。その

ように考えると戦後の再教育は日本の鍼

灸の歴史の中で画期的な出来事であり、

鍼灸師の資質向上を図る上で意義あるこ

とであったと言える。 

 

【おわりに】 

   来年（2018年（平成30））から全国各地

の鍼灸師の学校養成施設で始まる新しい

カリキュラムに向けて、現場は右往左往

しながら準備を進めている。 

   新しいカリキュラムは現行のカリキュ

ラムと比較すると科目数や授業時間数、

そして臨床実習の回数が多くなることか

ら、現場では様々な不安が渦巻いており、

今回のカリキュラム改正を「マイナス思

考」に捉える傾向が強い。しかし、このよ

うな状況の中では至難なことかも知れな

いが、この試練を「日本の鍼灸が発展する

絶好の機会である」として「プラス思考」

に切り換えるべきではないだろうか。 

日本の鍼灸師にとって初めての身分法

である「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」の制定から 70 年を迎えた今

（2017年（平成29））、新たな問題が発生

している。社会の変化・疾病の多様化によ

り、鍼灸師への期待が高まる一方で、学校

養成施設数の増加により、誰でも入学す

ることができ、国家試験の合格率が低く

なり、鍼灸師の質の低下が懸念されてい

る。さらには診療報酬等の不正請求や患

者に対する不適切な行為など国民の信頼

と期待を裏切るような不祥事や、終戦直

後に起きたＧＨＱ旋風を思わせるような

鍼灸の安全性が疑われる事件も起きてい

る。今こそ業界が結束して鍼灸師の資質

向上を図ると共に、法令の遵守と鍼灸の

安全性証明に努めなければ国民から完全

に見放され、日本の伝統医療である鍼灸

を未来に繋ぐことさえもできなくなるで

あろう。 

時代と共に鍼灸を取り巻く環境も変化
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①若手の起用 

講師として木下晴
はる

都
と

氏と小川晴通
はるみち

氏が

起用されている。現在では業界の歴史に

名を残す人物として広く知られているが、

当時は若手であった。この時から次世代

を担う後継者として注目されていたので

あろう。後年彼らは、岡部素
そ

道
どう

氏や花田傳
つとう

氏などＧＨＱ旋風の先頭に立っていた

人々の死後、業界を支え、鍼灸師の社会的

地位向上を目指して活躍している。 

②古典鍼灸の復興 

古典鍼灸のひとつである経絡治療に関

する講義があり、その中心人物である岡

部素
そ

道
どう

氏、井上恵
けい

理
り

氏、竹山晋一郎氏が講

師を務めている。戦後の「学校養成施設認

定規則」に新たに漢方概論が加わったこ

とを機に、鍼灸の源流である東洋医学の

教育に重点を置こうとした表れではない

かと考えられる。再教育講師養成講習会

を通じて戦後、ＧＨＱの「鍼灸禁止令」の

影響で「鍼灸の科学化」に押されつつあっ

た古典鍼灸の復興を図ると共に、業界全

体に東洋医学の再考を促していたのでは

ないだろうか。 

５．受講生の視点から見た再教育講師養

成講習会 

   再教育講師養成講習会は、現代の鍼灸師

から見ても量的にも質的にも驚異的な講

習会であったが、当時の鍼灸師にはどの

ように映ったのであろうか。それについ

ては、当時の『医道の日本』に掲載されて

いる受講生の感想から知ることができる。

その記事から時代を超えて生々しい現場

の様子が伝わり、興味深い（石井陶伯，長

嶋善作，井上光金，小松馬太．日鍼連再教

育講師養成講習会受講記．医道の日本

1948年11月号：6-9）。 

再教育講師養成講習会は、夏の厳しい

暑さが残る9月12日から9月26日の15

日間という長い期間にわたり、朝から晩

まで一日中行われていた。また、各都道府

県から 200 名程の多くの受講生が集まっ

たことから、教室は常に満員であった。当

然、現代のように換気・冷房設備はなく、

決して良い環境とは言える状態ではなか

った（注7）。 

講義内容については、受講者から良く

も悪くも様々な感想が寄せられている。

「良い講義もあるが、レベルが低い講義

も大分ある」と指摘したものもある。また、

「受講生が多く、教室が狭い」、「時間の割

には量が多く、詰め込むことが出来ない」、

「心身共に疲れた」などの不満を述べた

ものもある。このような不満は現代の教

育現場でも起こり得ることであり、学校

養成施設は「未来の鍼灸師」である学生に

とって学びやすい環境を提供することに

努めなければならないということを痛感

する。 

受講生にとっては、かなり厳しい環境

であったが、そのような状況の中でも各

都道府県の代表として、鍼灸の未来に思

いを馳せながら熱心に耳を傾けていたよ

うである。受講生の中には地元の鍼灸師

会から助成金を受けて上京している者も

おり（注 8）、地元の期待を背負って講習

会に参加していたことが分かる。15 日間

にわたる講習会が修了すると、受講生に

は修了証と講師適任証が授与されており、

東京での再教育講師養成講習会は講師を

養成するための講習会として効力を持っ

ていたと考えられる。 

 

【各都道府県での再教育講習会】 

再教育講師養成講習会の講義内容につ

いては様々な意見があったが、後に行わ

れた各都道府県での再教育講習会で参考

にされている。そのことを裏付ける資料

として「神奈川県はり、きゆう、あん摩、

マッサージ師会連盟」が編集した『再教育

講義要録』がある。『再教育講義要録』の

「はしがき」には「浴
よく

恩館
おんかん

での再教育講師

養成講習会の講義をもとに神奈川県での

再教育講習会のテキストとして編集され

た」ということがはっきりと記されてい

る。『再教育講義要録』を読むと、講義を

聞き漏らすことなく、丁寧に記録されて

いることが分かり、当時の受講生の熱心

さに感嘆せざるを得ない。 

また、講師が独自にプリントを作成し
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ている場合もあった。「調査方法」で紹介

した佐賀県の中島富夫先生は「自律神経

と鍼治作用」というプリントを作成して

いる。このプリントも東京での再教育講

師養成講習会の講義内容を参考にしてい

ると思われるが、受講生が理解しやすい

ように手書きのイラストが描かれ、簡潔

な内容になっている。自分が持っている

知識をいかに他人に分かりやすく伝える

かという課題は、現代の教育現場にも通

じることである。 

都道府県での再教育は都道府県衛生部

の後援の下、都道府県の業界団体が主催

し、講師として東京での再教育講師養成

講習会に参加した鍼灸師の他に都道府県

衛生部の職員やその地域にある大学の教

授などが務めている。地域により日程は

様々であるが、ほとんどが業者に負担が

かからないように日程を組んでおり、修

了するのに数ヶ月から１年はかかってい

たようである。講習会修了者には都道府

県知事の氏名が記された修了証が授与さ

れており、主催者である日本鍼灸マッサ

ージ師会連盟が「再教育講習会を受けな

ければ免許の取消しもやむを得ない」と

示していることから、再教育講習会の受

講は強制であったと考えられる。 

 

【鍼灸師の再教育が後世に与えた影響】 

既存の鍼灸師に対する再教育は、ＧＨ

Ｑに法律の制定を認めさせるための手段

ではあったが、当時の状況を見ると、鍼灸

師の資質を向上させるためには必要なこ

とであった。既存の鍼灸師に対する再教

育が行われることがなければ、鍼灸師の

資質は向上することなく、さらにレベル

が低いものであったかも知れない。再教

育は、業界に教育の大切さを認識させる

良い機会となった。 

また、国家の近代化政策により衰退し

つつあった東洋医学の復興の原動力にも

なった。戦前から戦中にかけて医学者や

鍼灸師による東洋医学の復興運動が行わ

れていたが、戦後の身分法制定により学

校養成施設のカリキュラムに漢方概論が

導入され、既存の鍼灸師に対する再教育

にも取り入れられたことで業界に鍼灸の

源流である東洋医学の重要性を再認識さ

せ、戦後の鍼灸教育の原点になった。その

ように考えると戦後の再教育は日本の鍼

灸の歴史の中で画期的な出来事であり、

鍼灸師の資質向上を図る上で意義あるこ

とであったと言える。 

 

【おわりに】 

   来年（2018年（平成30））から全国各地

の鍼灸師の学校養成施設で始まる新しい

カリキュラムに向けて、現場は右往左往

しながら準備を進めている。 

   新しいカリキュラムは現行のカリキュ

ラムと比較すると科目数や授業時間数、

そして臨床実習の回数が多くなることか

ら、現場では様々な不安が渦巻いており、

今回のカリキュラム改正を「マイナス思

考」に捉える傾向が強い。しかし、このよ

うな状況の中では至難なことかも知れな

いが、この試練を「日本の鍼灸が発展する

絶好の機会である」として「プラス思考」

に切り換えるべきではないだろうか。 

日本の鍼灸師にとって初めての身分法

である「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」の制定から 70 年を迎えた今

（2017年（平成29））、新たな問題が発生

している。社会の変化・疾病の多様化によ

り、鍼灸師への期待が高まる一方で、学校

養成施設数の増加により、誰でも入学す

ることができ、国家試験の合格率が低く

なり、鍼灸師の質の低下が懸念されてい

る。さらには診療報酬等の不正請求や患

者に対する不適切な行為など国民の信頼

と期待を裏切るような不祥事や、終戦直

後に起きたＧＨＱ旋風を思わせるような

鍼灸の安全性が疑われる事件も起きてい

る。今こそ業界が結束して鍼灸師の資質

向上を図ると共に、法令の遵守と鍼灸の

安全性証明に努めなければ国民から完全

に見放され、日本の伝統医療である鍼灸

を未来に繋ぐことさえもできなくなるで

あろう。 

時代と共に鍼灸を取り巻く環境も変化
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している。近年、鍼灸の受療率が低迷して

いるとは言え、高齢者の介護、終末期医療

での緩和ケア、リハビリテーション、心の

ケア、美容、さらには地震などによる災害

現場での救護活動など、終戦直後には考

えられなかった分野で鍼灸の需要性が高

まっている。また、鍼灸師は東洋医学と西

洋医学の両方の教育を受けている唯一の

医療従事者として病院の医師と連携し、

戦前から提唱されてきた東洋医学と西洋

医学の融合が図られている。さらには、海

外で日本の鍼灸が評価され、国際交流も

盛んになり、ＧＨＱ旋風で活躍した先人

でさえも予想しなかったことが展開され

ている。この「前向きな変化」を「絶好の

機会」と捉え、現代社会に対応できる鍼灸

師を育成しなければ業界は発展しない。

既存の鍼灸師に対する再教育を主導した

先人は、敗戦による混乱の中でも鍼灸の

未来を切り拓くために、教育改革に乗り

出した。現在、教育現場が挑んでいるカリ

キュラムの改正も教育改革のひとつであ

り、鍼灸の未来に繋がることである。先人

のように未来を見抜く力を持ち、恐れる

ことなく教育改革に取り組めば、現代社

会に対応できる鍼灸師を数多く輩出する

ことができ、日本の伝統医療である鍼灸

の「永遠の使命」である「国民の健康維持

への貢献」にも繋がるのではないだろう

か。 

 

【謝辞】 

   教員である私にとって本研究は、その背

景にある数多くの歴史的事実、そして来

年度（2018年（平成30））からのカリキュ

ラム改正について考える良い機会となり

ました。再教育講師養成講習会は単なる

過去の出来事ではなく、現在そして未来

に繋がる重要な出来事です。今後も研究

を継続していきたいと思います。 

本研究では中島富夫先生をはじめ、多

くの方々のお力添えをいただきました。

この場をお借りして御礼申し上げます。 

 

 

【おことわり】 

１．本稿では、占領下当時の日本の様子を正

確に伝えるために 特定の障害を敢えて

そのまま表記しました。ご理解ください。 

２．「ＧＨＱ旋風」は、ＧＨＱの最高司令官

であったダグラス・マッカーサー元帥の

名を冠して「マッカーサー旋風」とも呼

ばれていますが、本稿では「ＧＨＱ旋風」

と表記しました。また、この２つの名称

は業界から生まれた名称であり、一般に

は使用されていません。 

３．当時、「東洋医学」は「漢方医学」、また

は「皇漢医学」とも呼ばれていますが、

本稿では「東洋医学」と表記しました。 

 

【注釈】 

1) 現在、浴
よく

恩館
おんかん

の敷地は「浴恩館公園」とし

て整備され、建物は「小金井市文化財セン

ター」として保存されている。市民の憩い

の場であると共に、日本の鍼灸の歴史にと

って戦後の鍼灸教育の原点であり、再教育

講師養成講習会の面影を伝える貴重な存

在である。 

2) 『ＧＨＱ／ＳＣＡＰ文書』の中に身分法制

定に関するＧＨＱと厚生省との協議の様

子を記録した覚書が収蔵されているが、そ

の題名が“Regulation of Questionable 

Medical Practice”（1947年(昭和22）10

月22日付)であり、邦訳すると「怪しげな

（疑わしい、いかがわしい）医療」となる。

当時、ＧＨＱが抱いた日本の鍼灸の印象は

決して良いものではなかったことが分か

る。 

3) 医学専門学校は戦前から戦中にかけての

旧学制における医師養成学校のひとつで

ある。当時、医師養成学校として大学医学

部と医学専門学校の２つがあった。戦後、

医学教育が大学教育に一本化されること

になり、医学専門学校（大学医学専門部を

含む）はＧＨＱの審査によりＡ級校とＢ級

校に選別され、Ａ級校は旧制の医科大学に

昇格し、学制改革により新制大学に移行し

た。石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士が校長を務めていた

三重県立医学専門学校もその渦中にあり、

石川博士が三重県立医学専門学校附属病
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院内に設置した鍼灸療法科の存在が学校

存続・医科大学昇格の争点になっている。

ＧＨＱ旋風が起きる前の三重軍政部のワ

イズマン軍医中尉との会談は石川博士に

とって鍼灸存続と同時に学校存続を賭け

た重要な会談であり、医学者として、そし

て教育者として慎重に対応した理由も分

かる。 
4） 後年、「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」は鍼灸師の医療従事者としての

位置付けを強化するために、法律の名称か

ら「営業」を外した「あん摩師、はり師、

きゆう師及び柔道整復師法」（1951年（昭

和26）4月1日 法律第116号）として改

正された。それに伴い附属法令である「学

校養成施設認定規則」も改正されたが（「あ

ん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう

師に係る学校養成施設認定規則」（1951年

（昭和26）9月13日制定 文部省・厚生

省令第2号））、授業時間数が4865時間に

減少している。その理由として、盲学校か

ら「専門教科の時間数が多過ぎるため、選

択教科をとる余裕がない」という意見があ

ったことが挙げられる（国立公文書館所蔵．

省令改正案（全部改正）あん摩師、はり師、

きゅう師、柔道整復師学校養成施設認定規

則．1951 年（昭和 26）8 月 15 日付）。当

時、身分法制定によるカリキュラムの改正

が教育現場に負担を与えていたことが分

かる。 

5） 東方治療研究所は1969年（昭和44）に名

称を「東洋医学研究所」に変更し、東京都

渋谷区桜丘町に移転し、現在に至る。 

6） 当時、再教育講師養成講習会の講師の選定

について様々な意見があったようである

が、花田傳
つとう

氏が『医道の日本』の中で講師

の選定の過程を説明している。講師の条件

として「専門学校以上の学歴があること」

と「臨床経験が10年以上あること」、そし

て「人の師として恥ずかしからぬ者」があ

り、その条件をもとに東京付近を中心に該

当者の履歴書を取り寄せている。講師の選

定には東北・関東・近畿・九州の業者代表

と板倉武博士などが当たり、鍼、灸、按摩、

マッサージの原論・実技に関しては、各講

師に自説での講義を依頼している。このこ

とについて花田氏は「講義で述べた講師の

自説が日本鍼灸マッサージ師会連盟の考

えではない」と示している（花田傳．釜萢

先生の「邪道に排す」に対し研究所より．

医道の日本1948年11月号：4-5）。 

7） 再教育講師養成講習会の初日である9月12

日の東京の平均気温は28.0℃、最高気温は

32.8℃、最低気温は25.3℃であり、その後

も暑い日が続いている。また、16 日にはア

イオン台風が関東地方に上陸し、大雨に見

舞われている（気象庁ホームページ「過去の

気象データ」http://www.data.jma.go.jp）。 

8） 再教育講師養成講習会の講習費は無料で

あり、佐賀県では５名の代表者を送ってい

るが、１人３万円（1948年（昭和23）当

時、国家公務員の大卒初任給は2990円）

の助成金を支給している。受講生の交通費

や滞在費、留守宅の生活費として支給され

たと考えられる（東京に於ける再教育講習

会受講の情況．医道の日本 1948 年 9・10

月号：13）。 

 

【引用文献】 

1) 樋口鉞之助．マッカーサー旋風と鍼灸 石

川日出鶴丸博士の回想：17． 

2) 杉原正晟．本校初代校長 山崎直文先生の

足跡．明治東洋医学院同窓会出版部．1981：
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している。近年、鍼灸の受療率が低迷して

いるとは言え、高齢者の介護、終末期医療

での緩和ケア、リハビリテーション、心の

ケア、美容、さらには地震などによる災害

現場での救護活動など、終戦直後には考

えられなかった分野で鍼灸の需要性が高

まっている。また、鍼灸師は東洋医学と西

洋医学の両方の教育を受けている唯一の

医療従事者として病院の医師と連携し、

戦前から提唱されてきた東洋医学と西洋

医学の融合が図られている。さらには、海

外で日本の鍼灸が評価され、国際交流も

盛んになり、ＧＨＱ旋風で活躍した先人

でさえも予想しなかったことが展開され

ている。この「前向きな変化」を「絶好の

機会」と捉え、現代社会に対応できる鍼灸

師を育成しなければ業界は発展しない。

既存の鍼灸師に対する再教育を主導した

先人は、敗戦による混乱の中でも鍼灸の

未来を切り拓くために、教育改革に乗り

出した。現在、教育現場が挑んでいるカリ

キュラムの改正も教育改革のひとつであ

り、鍼灸の未来に繋がることである。先人

のように未来を見抜く力を持ち、恐れる

ことなく教育改革に取り組めば、現代社

会に対応できる鍼灸師を数多く輩出する

ことができ、日本の伝統医療である鍼灸

の「永遠の使命」である「国民の健康維持

への貢献」にも繋がるのではないだろう

か。 

 

【謝辞】 

   教員である私にとって本研究は、その背

景にある数多くの歴史的事実、そして来

年度（2018年（平成30））からのカリキュ

ラム改正について考える良い機会となり

ました。再教育講師養成講習会は単なる

過去の出来事ではなく、現在そして未来

に繋がる重要な出来事です。今後も研究

を継続していきたいと思います。 

本研究では中島富夫先生をはじめ、多

くの方々のお力添えをいただきました。

この場をお借りして御礼申し上げます。 

 

 

【おことわり】 

１．本稿では、占領下当時の日本の様子を正

確に伝えるために 特定の障害を敢えて

そのまま表記しました。ご理解ください。 

２．「ＧＨＱ旋風」は、ＧＨＱの最高司令官

であったダグラス・マッカーサー元帥の

名を冠して「マッカーサー旋風」とも呼

ばれていますが、本稿では「ＧＨＱ旋風」

と表記しました。また、この２つの名称

は業界から生まれた名称であり、一般に

は使用されていません。 

３．当時、「東洋医学」は「漢方医学」、また

は「皇漢医学」とも呼ばれていますが、

本稿では「東洋医学」と表記しました。 

 

【注釈】 

1) 現在、浴
よく

恩館
おんかん

の敷地は「浴恩館公園」とし

て整備され、建物は「小金井市文化財セン

ター」として保存されている。市民の憩い

の場であると共に、日本の鍼灸の歴史にと

って戦後の鍼灸教育の原点であり、再教育

講師養成講習会の面影を伝える貴重な存

在である。 

2) 『ＧＨＱ／ＳＣＡＰ文書』の中に身分法制

定に関するＧＨＱと厚生省との協議の様

子を記録した覚書が収蔵されているが、そ

の題名が“Regulation of Questionable 

Medical Practice”（1947年(昭和22）10

月22日付)であり、邦訳すると「怪しげな

（疑わしい、いかがわしい）医療」となる。

当時、ＧＨＱが抱いた日本の鍼灸の印象は

決して良いものではなかったことが分か

る。 

3) 医学専門学校は戦前から戦中にかけての

旧学制における医師養成学校のひとつで

ある。当時、医師養成学校として大学医学

部と医学専門学校の２つがあった。戦後、

医学教育が大学教育に一本化されること

になり、医学専門学校（大学医学専門部を

含む）はＧＨＱの審査によりＡ級校とＢ級

校に選別され、Ａ級校は旧制の医科大学に

昇格し、学制改革により新制大学に移行し

た。石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士が校長を務めていた

三重県立医学専門学校もその渦中にあり、

石川博士が三重県立医学専門学校附属病
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院内に設置した鍼灸療法科の存在が学校

存続・医科大学昇格の争点になっている。

ＧＨＱ旋風が起きる前の三重軍政部のワ

イズマン軍医中尉との会談は石川博士に

とって鍼灸存続と同時に学校存続を賭け

た重要な会談であり、医学者として、そし

て教育者として慎重に対応した理由も分

かる。 
4） 後年、「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」は鍼灸師の医療従事者としての

位置付けを強化するために、法律の名称か

ら「営業」を外した「あん摩師、はり師、

きゆう師及び柔道整復師法」（1951年（昭

和26）4月1日 法律第116号）として改

正された。それに伴い附属法令である「学

校養成施設認定規則」も改正されたが（「あ

ん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう

師に係る学校養成施設認定規則」（1951年

（昭和26）9月13日制定 文部省・厚生

省令第2号））、授業時間数が4865時間に

減少している。その理由として、盲学校か

ら「専門教科の時間数が多過ぎるため、選

択教科をとる余裕がない」という意見があ

ったことが挙げられる（国立公文書館所蔵．

省令改正案（全部改正）あん摩師、はり師、

きゅう師、柔道整復師学校養成施設認定規

則．1951 年（昭和 26）8 月 15 日付）。当

時、身分法制定によるカリキュラムの改正

が教育現場に負担を与えていたことが分

かる。 

5） 東方治療研究所は1969年（昭和44）に名

称を「東洋医学研究所」に変更し、東京都

渋谷区桜丘町に移転し、現在に至る。 

6） 当時、再教育講師養成講習会の講師の選定

について様々な意見があったようである

が、花田傳
つとう

氏が『医道の日本』の中で講師

の選定の過程を説明している。講師の条件

として「専門学校以上の学歴があること」

と「臨床経験が10年以上あること」、そし

て「人の師として恥ずかしからぬ者」があ

り、その条件をもとに東京付近を中心に該

当者の履歴書を取り寄せている。講師の選

定には東北・関東・近畿・九州の業者代表

と板倉武博士などが当たり、鍼、灸、按摩、

マッサージの原論・実技に関しては、各講

師に自説での講義を依頼している。このこ

とについて花田氏は「講義で述べた講師の

自説が日本鍼灸マッサージ師会連盟の考

えではない」と示している（花田傳．釜萢

先生の「邪道に排す」に対し研究所より．

医道の日本1948年11月号：4-5）。 

7） 再教育講師養成講習会の初日である9月12

日の東京の平均気温は28.0℃、最高気温は

32.8℃、最低気温は25.3℃であり、その後

も暑い日が続いている。また、16 日にはア

イオン台風が関東地方に上陸し、大雨に見

舞われている（気象庁ホームページ「過去の

気象データ」http://www.data.jma.go.jp）。 

8） 再教育講師養成講習会の講習費は無料で

あり、佐賀県では５名の代表者を送ってい

るが、１人３万円（1948年（昭和23）当

時、国家公務員の大卒初任給は2990円）

の助成金を支給している。受講生の交通費

や滞在費、留守宅の生活費として支給され

たと考えられる（東京に於ける再教育講習

会受講の情況．医道の日本 1948 年 9・10

月号：13）。 
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している。近年、鍼灸の受療率が低迷して

いるとは言え、高齢者の介護、終末期医療

での緩和ケア、リハビリテーション、心の

ケア、美容、さらには地震などによる災害

現場での救護活動など、終戦直後には考

えられなかった分野で鍼灸の需要性が高

まっている。また、鍼灸師は東洋医学と西

洋医学の両方の教育を受けている唯一の

医療従事者として病院の医師と連携し、

戦前から提唱されてきた東洋医学と西洋

医学の融合が図られている。さらには、海

外で日本の鍼灸が評価され、国際交流も

盛んになり、ＧＨＱ旋風で活躍した先人

でさえも予想しなかったことが展開され

ている。この「前向きな変化」を「絶好の

機会」と捉え、現代社会に対応できる鍼灸

師を育成しなければ業界は発展しない。

既存の鍼灸師に対する再教育を主導した

先人は、敗戦による混乱の中でも鍼灸の

未来を切り拓くために、教育改革に乗り

出した。現在、教育現場が挑んでいるカリ

キュラムの改正も教育改革のひとつであ

り、鍼灸の未来に繋がることである。先人

のように未来を見抜く力を持ち、恐れる

ことなく教育改革に取り組めば、現代社

会に対応できる鍼灸師を数多く輩出する

ことができ、日本の伝統医療である鍼灸

の「永遠の使命」である「国民の健康維持

への貢献」にも繋がるのではないだろう

か。 
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   教員である私にとって本研究は、その背

景にある数多くの歴史的事実、そして来

年度（2018年（平成30））からのカリキュ

ラム改正について考える良い機会となり

ました。再教育講師養成講習会は単なる

過去の出来事ではなく、現在そして未来

に繋がる重要な出来事です。今後も研究
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本研究では中島富夫先生をはじめ、多

くの方々のお力添えをいただきました。

この場をお借りして御礼申し上げます。 

 

 

【おことわり】 

１．本稿では、占領下当時の日本の様子を正

確に伝えるために 特定の障害を敢えて

そのまま表記しました。ご理解ください。 

２．「ＧＨＱ旋風」は、ＧＨＱの最高司令官

であったダグラス・マッカーサー元帥の

名を冠して「マッカーサー旋風」とも呼

ばれていますが、本稿では「ＧＨＱ旋風」

と表記しました。また、この２つの名称

は業界から生まれた名称であり、一般に

は使用されていません。 

３．当時、「東洋医学」は「漢方医学」、また

は「皇漢医学」とも呼ばれていますが、

本稿では「東洋医学」と表記しました。 

 

【注釈】 

1) 現在、浴
よく

恩館
おんかん

の敷地は「浴恩館公園」とし

て整備され、建物は「小金井市文化財セン

ター」として保存されている。市民の憩い

の場であると共に、日本の鍼灸の歴史にと

って戦後の鍼灸教育の原点であり、再教育

講師養成講習会の面影を伝える貴重な存

在である。 

2) 『ＧＨＱ／ＳＣＡＰ文書』の中に身分法制

定に関するＧＨＱと厚生省との協議の様

子を記録した覚書が収蔵されているが、そ

の題名が“Regulation of Questionable 

Medical Practice”（1947年(昭和22）10

月22日付)であり、邦訳すると「怪しげな

（疑わしい、いかがわしい）医療」となる。

当時、ＧＨＱが抱いた日本の鍼灸の印象は

決して良いものではなかったことが分か

る。 

3) 医学専門学校は戦前から戦中にかけての

旧学制における医師養成学校のひとつで

ある。当時、医師養成学校として大学医学

部と医学専門学校の２つがあった。戦後、

医学教育が大学教育に一本化されること

になり、医学専門学校（大学医学専門部を

含む）はＧＨＱの審査によりＡ級校とＢ級

校に選別され、Ａ級校は旧制の医科大学に

昇格し、学制改革により新制大学に移行し

た。石川日出
ひ で

鶴丸
つるまる

博士が校長を務めていた

三重県立医学専門学校もその渦中にあり、

石川博士が三重県立医学専門学校附属病
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院内に設置した鍼灸療法科の存在が学校

存続・医科大学昇格の争点になっている。

ＧＨＱ旋風が起きる前の三重軍政部のワ

イズマン軍医中尉との会談は石川博士に

とって鍼灸存続と同時に学校存続を賭け

た重要な会談であり、医学者として、そし

て教育者として慎重に対応した理由も分

かる。 
4） 後年、「あん摩、はり、きゆう、柔道整復

等営業法」は鍼灸師の医療従事者としての

位置付けを強化するために、法律の名称か

ら「営業」を外した「あん摩師、はり師、

きゆう師及び柔道整復師法」（1951年（昭

和26）4月1日 法律第116号）として改

正された。それに伴い附属法令である「学

校養成施設認定規則」も改正されたが（「あ

ん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう

師に係る学校養成施設認定規則」（1951年

（昭和26）9月13日制定 文部省・厚生

省令第2号））、授業時間数が4865時間に

減少している。その理由として、盲学校か

ら「専門教科の時間数が多過ぎるため、選

択教科をとる余裕がない」という意見があ

ったことが挙げられる（国立公文書館所蔵．

省令改正案（全部改正）あん摩師、はり師、

きゅう師、柔道整復師学校養成施設認定規

則．1951 年（昭和 26）8 月 15 日付）。当

時、身分法制定によるカリキュラムの改正

が教育現場に負担を与えていたことが分

かる。 

5） 東方治療研究所は1969年（昭和44）に名

称を「東洋医学研究所」に変更し、東京都

渋谷区桜丘町に移転し、現在に至る。 

6） 当時、再教育講師養成講習会の講師の選定

について様々な意見があったようである

が、花田傳
つとう

氏が『医道の日本』の中で講師

の選定の過程を説明している。講師の条件

として「専門学校以上の学歴があること」

と「臨床経験が10年以上あること」、そし

て「人の師として恥ずかしからぬ者」があ

り、その条件をもとに東京付近を中心に該

当者の履歴書を取り寄せている。講師の選

定には東北・関東・近畿・九州の業者代表

と板倉武博士などが当たり、鍼、灸、按摩、

マッサージの原論・実技に関しては、各講

師に自説での講義を依頼している。このこ

とについて花田氏は「講義で述べた講師の

自説が日本鍼灸マッサージ師会連盟の考

えではない」と示している（花田傳．釜萢

先生の「邪道に排す」に対し研究所より．

医道の日本1948年11月号：4-5）。 

7） 再教育講師養成講習会の初日である9月12

日の東京の平均気温は28.0℃、最高気温は

32.8℃、最低気温は25.3℃であり、その後

も暑い日が続いている。また、16 日にはア

イオン台風が関東地方に上陸し、大雨に見

舞われている（気象庁ホームページ「過去の

気象データ」http://www.data.jma.go.jp）。 

8） 再教育講師養成講習会の講習費は無料で

あり、佐賀県では５名の代表者を送ってい

るが、１人３万円（1948年（昭和23）当

時、国家公務員の大卒初任給は2990円）

の助成金を支給している。受講生の交通費

や滞在費、留守宅の生活費として支給され

たと考えられる（東京に於ける再教育講習

会受講の情況．医道の日本 1948 年 9・10

月号：13）。 
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研究論文    日本における鍼治療実施施設の実情について 

八木 賢訓、内山 利男 

セイリン株式会社 国内営業部 

 
1. はじめに 
セイリン国内営業部の活動の一つに治療院

訪問があり、治療院を 1 軒 1 軒回って、商品

のアピールや情報提供を行っている。訪問の際、

紹介している商品は主に鍼であるが、それ以外

に今年 6 月に発売した鍼電極低周波治療器の

商品名「picorina(ピコリナ)」もある。この商品

はいわゆるパルスの機械であるが、小型で操作

はタッチパネルといった今までにないデザイ

ンと機能で構成されている。このように商品の

案内のため、国内のほぼ全ての鍼治療実施施設

を訪問してきた。そこで、これまで得た鍼治療

実施施設について報告する。 
2. 情報の収集方法 
セイリンの開業当初より、日本全国の治療院

訪問はしており、訪問した際は日報という形で

記録を残しているが、2010 年よりシステマテ

ィックにデータの管理を始めた。その管理項目

の一つに鍼治療実施、未実施に関するものがあ

り、そのデータをベースに鍼治療実施施設をカ

ウントした。今回は、2010 年以降 2016 年ま

での調査に基づきまとめた。 
3. 鍼治療実施状況 
現在までの訪問により、全国におよそ

34,891 施設で鍼治療実施の確認ができている。

この中、鍼灸治療院は 19,631 施設（56.3％）、

鍼灸接骨院等、接骨院は 13,221 施設（37.9％）、

医療機関は、2,039施設（5.8％）であり、整形

外科や漢方内科を中心に鍼灸を導入されてき

ており、その施設数は増えている。 
又、その他に、まだ少ない施設数であるが、

歯科医院、介護施設、動物病院でも鍼治療は実

施されている。 
地域的にみると近畿地方では他の地域と違

い治療院よりも接骨院で鍼治療を実施してい

るところが多い。 
4. 問題点、考察 
① 調査方法について 
日本で鍼治療を実施しているほとんどの施

設は訪問できたものと考えるが、施設の数は

日々変化しており、常に全容を把握するのは難

しい状況にある。その理由としては、開設届を

出しても廃業届を出さない場合がある点、また、

地方などの施設へは 1 度訪問してから次に訪

問できるのが数年後といった場合も少なくな

いので、2回目の訪問前に閉院していても把握

できない事があるなどの点である。新たに開業

した施設などは Web 等で情報を入手すること

もあるが、Web で全てを把握することは難し

いと考える。 
② 地域別鍼治療実施状況 
近畿地方においては治療院よりも接骨院の

方が多い結果となっている。内訳をみてみると

滋賀県を除いた2府3県で接骨院の方が多い。

又、厚生労働省発表の衛生行政報告例の概略に

よると近畿での柔整の就業労働者が多く、そも

そもの接骨院の数の多さがこういった結果に

つながっていると考えられる。 
③ 都道府県別鍼治療実施状況 
鍼治療実施施設数は大都市を有する都道府

県が上位に位置し、人口に起因するところが大

きい。 
④ まとめ  
当社が訪問し、現在確認できている鍼治療実

施施設数は、日本の鍼実施施設の実情に近い数

値だと考えているが、上記のように全ての施設

を訪問できていないと考えられ、引き続き訪問

を実施し、さらに正確な数値を明らかにしたい

と考える。 
これまで、鍼灸界には多種様々な調査が行わ

れてきたと思われるが、今回の報告は、実地調

査、いわばフィールドワークとも言えるもので

あり、鍼灸業界でこれまでにないデータである

と考える。 
5. おわりに 
今回のデータを分析することで各地域での

鍼治療実施の特色を掴み、最終的には受療率向

上につながればと考える。 
 
 




